
　

第
53
回
岐
阜
県
消
防
操
法
大

会
（
県
、
県
消
防
協
会
主
催
）

が
８
月
１
日
、
下
呂
市
金
山
町

の
金
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
タ
ジ

ア
ム
で
行
わ
れ
、
県
下
34
消
防

団
の
出
場
チ
ー
ム
が
小
型
ポ
ン

プ
の
操
法
技
術
を
競
い
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
消
防
に
対
す
る
県

民
の
理
解
を
深
め
よ
う
と
「
消

防
感
謝
祭
」
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
、
地
元
商
工
会
に
よ
る

バ
ザ
ー
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な

ど
が
あ
り
、
家
族
連
れ
な
ど
約

６
０
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
市
大
会
優
勝
の

下
呂
市
萩
原
消
防
団
第
６
分
団

第
２
部
・
花
池
、
中
呂
）
と
、

下
呂
市
金
山
消
防
団
（
第
２
分

団
第
４
部
・
中
宮
、
井
尻
）
が

出
場
。
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
賞
と
な

る
４
位
と
６
位
に
入
賞
。
伝
統

あ
る
強
豪
相
手
に
健
闘
し
ま
し

た
。
優
勝
は
中
津
川
市
消
防
団
。

猛
暑
に
負
け
ず
、

地
元
開
催
盛
り
上
げ
る
！

◆
下
呂
市
出
場
チ
ー
ム
【
敬
称
略
】

下
呂
市
萩
原
消
防
団
チ
ー
ム

　

○指
森
本
哲
也　

①
黒
木
智
宏

　

②
大
前
博
彦　

③
桂
川　

徹

下
呂
市
金
山
消
防
団
チ
ー
ム

　

○指
田
口
公
司　

①
安
江
義
貴

　

②
天
野
公
浩　

③
丸
山　

剛
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お祝いに駆けつけた
金子国務大臣

地元バザー出店者を激励す
る梶原県知事

駐車場、グラウンド整備、ホース撤
収など市内消防団員が運営に大貢献

優秀賞（４位）
 全員にんまりの萩原消防団。大会では40秒台を記録！

優秀賞（６位）
ほっとした表情の金山消防団。長い訓練の成果を発揮

34の団旗の中で威勢よく選手宣誓する
金山消防団の田口公司班長

厳しい訓練を重ねてきたラッパ隊
息のあった演奏は見事でした！大きな声援を背に冷静な操法を披露した金山消防団

　下呂市王者の貫録か、堂々とした操法を披露した萩原消防団。
基準タイム 45秒を大きく上回る 40秒台前半のタイムに、場内
からどよめきがおこりました。

※
会
場
周
辺
の
皆
さ
ん
、
関
係
者

　

の
皆
さ
ん
ご
協
力
あ
り
が
と
う

　

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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８
月
７
日
の
「
下
呂
温
泉
ま
つ

り
」、「
ふ
る
さ
と
萩
原
夏
ま
つ
り
」

を
皮
切
り
に
市
内
の
各
地
域
で
、

30
年
を
越
え
る
よ
う
な
伝
統
に

な
っ
た
祭
り
や
花
火
大
会
が
開
か

れ
、
市
民
は
も
ち
ろ
ん
、
帰
省
さ

れ
た
方
々
や
観
光
客
が
下
呂
市
の

魅
力
に
触
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
広
報
係
は
、
初
め
て
体

験
し
た
各
地
域
の
夏
祭
り
で
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
祭
り
の
楽
し
み

方
、
ま
さ
に
風
土
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

観
光
客
を
皆
で
も
て
な
す
心
意

気
の
シ
ョ
ー
ア
ッ
プ
さ
れ
た
下
呂

の
祭
り
、
見
る
よ
り
参
加
す
る
皆

が
主
役
の
萩
原
の
祭
り
、
観
衆
と

参
加
者
が
あ
う
ん

4

4

4

の
呼
吸
で
盛
り

上
げ
る
小
坂
の
祭
り
、
帰
省
客
と

地
元
民
が
一
体
と
な
っ
て
心
や
す

ら
げ
る
金
山
の
祭
り
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
の
中
で
、
資
源
を
生
か

し
た
誘
客
を
皆
が
考
え
即
行
動
の

馬
瀬
の
パ
ワ
ー
。（
編
集
の
都
合

上
、８
月
15
日
取
材
分
ま
で
掲
載
）

　

下
呂
市
の
夏
を
写
真
で
紹
介
し

ま
す
。

祝下呂市誕生！　各地域で自慢の郷土を盛り上げる行事が行われました。

子どもから大人まで、みんなが「ふるさと下呂市」を誇りに思った夏でした！

金山 / 横谷峡滝まつり　「マスつかみに子どもたちは大はしゃぎ」

下呂 / 龍神火まつり　「５頭の竜が勇壮に舞いました」小坂 / 力持小太郎火まつり　「迫力満点！　やんちゃな仁王やぐら」　　

萩原 / 勝ち抜き綱引き合戦　「女性チームの仮装、強いもの勝ちがそう快！」

すっかり萩原夏の顔となった「萩原バサラ隊」
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 夏リポート ①

元 気

小坂 / 力持小太郎火まつり　「迫力満点！　やんちゃな仁王やぐら」　　

萩原 / 勝ち抜き綱引き合戦　「女性チームの仮装、強いもの勝ちがそう快！」

下呂 / 湯の華みこし　「一般参加の女性たち
が元気に練り歩きました」　　

下呂 / 芸
げ い ぎ

妓みこし　「華麗に舞いました」下呂/サンバパレード　「注目を集めていました」小坂 / よさこいおさか踊りの長～い列　
「みんな楽しそう！」

小坂 / 仁王やぐらを指揮する八
はっしんしょう

神将
「勇敢な男たちです！」

萩原 / 酉
とり

年から始まった干
え と

支みこし　「今年は十二支が
そろった特別な年。大祭として盛り上がりました」

萩原 / 勝ち抜き綱引き合戦
「アフロヘアの女子高生やバニーガール、かわ
いい？カエルの仮装など綱引き以外にも見所
いっぱい。この日だけは許されるそんなムード
が漂う楽しい１日でした」

下呂 / 温泉感謝祭　「温泉寺で厳
おごそ

かに行われました」

下呂温泉花火ミュージカル夏公演（音と光のファンタジー）
「年々来場者が増え今年は４万人。多くの観光客らが楽しみました。
10月には JR高山本線全通 70年記念特別公演が行われます」
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萩
原
／
御
前
太
鼓　

「
く
れ
な
い
組
の
息
の

あ
っ
た
演
奏
は
見
事
!!
」

子どもたちが輝いていました！

下
呂
／
フ
ァ
ン
キ
ー
ゲ
ロ
ッ
パ

「
日
本
ど
真
ん
中
ま
つ
り
で
も

踊
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ダ
ン
ス
を
元

気
い
っ
ぱ
い
に
披
露
！
」

小坂 / オサカキッズ　萩原 / キッズダンス
「軽快なステップで観客魅了！」

金
山
／
白
龍
太
鼓　

「
か
わ
い
ら
し
い
太
鼓
の
演

奏
に
観
衆
に
っ
こ
り
！
」

小坂 / よさこいおさか踊り

「老いも若きも一緒に楽しくこれが祭りの醍
だい

醐
ご

味
み

！」

参加して盛り上げました

第
１
部
優
勝
山
田
結
花
さ
ん

（
金
山
町
金
山
）
中
学
生　

第
２
部
優
勝
岩
木
呂
精
吉
さ
ん

（
下
呂
市
幸
田
）

萩
原
／
フ
ァ
ン
ク　

「
幼
児
か
ら
若
者
ま
で
レ
ッ
ツ

ダ
ン
ス
。
ノ
リ
の
イ
イ
音
楽

に
会
場
も
ス
イ
ン
グ
」

下
呂
／
民
踊
な
が
し

「
約
２
５
０
人
が
情
緒

豊
か
な
踊
り
を
披
露
」

下呂 / 子どもみこし
「25台のみこしが元気よく街中を練り歩きました」

 夏リポート ②

楽・笑

下呂 / いでゆ夜市　「大勢の観光客らでにぎわいました」

下
呂
温
泉
合
掌
村
ふ
る
さ

と
の
夏
ま
つ
り

「
趣
向
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン

ト
が
大
人
気
。
夏
の
思
い

出
た
く
さ
ん
で
き
た
よ
！
」

萩原 / 観光ヤナ  「自由登園の園児を招  待。ヤナで
アユをつかみ、おいしいアユを食べて  いました」

萩原 / 宮田３区ふれあ
い夏まつり
「区民でバサラを踊っ
たり、本格花火を打ち
上げたり、区民の手づ
くりで準備。大いに盛
り上がりました」
【写真提供：萩原町奥
田洞・須沢勇さん】

下呂 / 歌塚まつり東西歌合戦

もてなしの心　大切にしました



５

市
民
鮎
釣
り
大
会
の
釣ち
ょ
う
か果

は
、
あ
さ
ぎ
り
サ
ニ
ー
ラ

ン
ド
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
左
：
優
勝
の
千
田
さ
ん

同
中
央
：
今
井
施
設
長

萩原 / 山之口川清流大漁まつり　「イワナ、アマゴ、
アユなど豪華なつかみどりが今年も大好評でした」

飛
騨
金
山
花
火
大
会

「
特
大
ス
タ
ー
マ
イ
ン
〝
が
ん
ば
れ

日
本
〞
を
皮
切
り
に
、
合
併
を
祝
し

た
花
火
が
次
々
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、

観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
」

金
山
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
夕
遊
ま
つ
り

「
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
た

ち
の
協
力
で
、
バ
ザ
ー
な
ど
が
行

わ
れ
、
太
鼓
や
バ
ン
ド
演
奏
、
盆

踊
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
」

萩原 / 観光ヤナ  「自由登園の園児を招  待。ヤナで
アユをつかみ、おいしいアユを食べて  いました」

　

夏
の
イ
ベ
ン
ト
特
集
い
か
が
で

し
た
か
？　

ほ
か
に
も
お
知
ら
せ

し
た
い
地
区
の
行
事
や
団
体
、
子

ど
も
た
ち
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。

　

「
下
呂
市
は
楽
し
い
！
」
ま
だ

ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
と
、

取
材
を
通
し
て
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
、
地
域
間
の
交
流
が
盛
ん

に
な
っ
て
、「
あ
の
祭
り
に
こ
の

祭
り
が
融
合
し
た
ら
ス
ゴ
イ
ぞ
」

な
ど
と
、
頭
を
巡
ら
せ
る
と
楽
し

み
が
膨
ら
み
ま
す
。
関
係
者
の
皆

さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。「
楽

し
い
思
い
出
を
あ
り
が
と
う
！
」

　花火大会など行事終了後の会場清掃に、各地区

の皆さんに清掃などの協力をいただきました。

　下呂・花火ミュージカル翌朝には、ボランティ

アの皆さんによって、幸田の河川公園をゴミ拾い

していただきました。ご協力に感謝するとともに、

私たちのマナーについても、今一度見直してみた

いものです。「楽しい思い出と一緒にゴミも持ち

帰りましょう！」

やさしさと誇り
もてなしの心　大切にしました

萩原 / 市民アユ釣り大会結果【敬称略】
         （　）内住所 / 写真
多獲賞１位　千田時秀（萩原町中呂 / 中）
　　　２位　斉藤　将 （萩原町萩原 / 後左）
　　　３位　木村　浩 （萩原町萩原 / 前右）
大物賞１位　千田時秀（萩原町中呂 / 中）
　　　２位　澤田重孝（萩原町桜洞 / 前左）
　　　３位　熊崎達明（萩原町羽根 / 後右）

金山 / 弓掛川チビッ子魚釣り大会
「弓掛地区は馬瀬に引けをとらないすばらし
いところです」

金山 / 馬瀬川下流ジャンボアユ釣り
大会結果【敬称略】（　）内住所 / 写真

1 位　大前昭朗　275g（金山町岩瀬 / 中下）
2位　田口隆巳　275g（金山町祖師野 / 左）
3位　河尻鎮美　270g（名古屋市 / 右）

レディースの部

1位　武馬久子　205g（小牧市 / 中上）

馬瀬 / レディースフィッシングスクール
「自然を積極活用し、馬瀬川フィッシングアカデミーを
開講。県外から受講申し込みがたくさんあり大好評！」

馬瀬 / 親子アユ釣り教室
「ＰＴＡと馬瀬川フィッシングアカデミーが共同
で、地元中学生にアユ釣りの楽しさを伝えよう
と開催。みんな楽しそうでした！」

自然の恵みに感謝！
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備えあれば憂いなし

訓練に参加して、一人ひとりの防災力を高めよう！　

　９月１日の「防災の日」、８月 30日～９月５日の「防災週間」を中心に、各地域で防災訓練が開催されます。

防災訓練は、いざ災害が発生したときに、落ち着いて的確な行動がとれるよう習熟しておくとともに、日ごろ

の防災の備えを点検・検討する重要な機会です。ぜひ、この機会に防災訓練に参加しましょう。

地　域 萩原地域 小坂地域 下呂地域 金山地域 馬瀬地域

日　時
９月５日（日）
午前８時～

９月５日（日）
午前６時 30 分～

５月～ 11 月
（各地区で
実施されます）

８月 29 日（日）
に開催済み

９月５日（日）
早朝から

場　所 各地区 各地区 各地区 各地区 各地区

内　容

・避難誘導訓練
・情報伝達訓練
・初期消火訓練
　　　　　　など

・避難誘導訓練
・初期消火訓練
・救急講習
　　　　　　など

・避難誘導訓練
・情報伝達訓練
・初期消火訓練
　　　　　　など

・避難誘導訓練
・情報伝達訓練
・初期消火訓練
・火災防御訓練
　　　　　　など

・避難訓練
・情報伝達訓練
・初期消火訓練
　　　　　　など

家庭の防災対策を点検しよう！　

●家具の転倒防止をしているか
　たんすや本棚などの家具は、転倒しないようＬ字型金具などを使って、しっかり留めて

おきましょう。食器棚などのガラスには、ガラス飛散防止フィルムを張っておきましょう。

　また、寝ているときに棚が倒れてきたり、上に置いたものが落ちてきたりしないよう、

家具の配置を工夫しましょう。

●「非常持ち出し袋」を備えているか
　いざというとき、避難生活に必要となるものをすぐに持ち出せるよう、現金や非常食品、

水、衣類など一つにまとめておきましょう。

　阪神・淡路大震災では、非常持ち出し品を詰めたリュックサックを用意していたのに、

置いた場所を覚えていなかったため、激しい揺れで転倒した家具などに紛れ、いざ避難す

る時に持ち出せなかったケースがありました。家族全員がわかるように、２～３日分を目

安にした非常持ち出し袋の保管場所を決めるほか、数カ所に分けて置くことも大切です。

●家の耐震性は大丈夫か
　阪神・淡路大震災では、約 10万 5,000 棟の住宅が全壊、約 14万 4,000 棟が半壊。

　また、この震災で亡くなった人の約８割が、住宅の倒壊によって亡くなったものと推定

されています。日ごろからわが家の耐震性を点検し、補強工事を施すなど、地震に強い家

にしておきましょう。

　住宅耐震診断の費用を一部補助する制度があります。不安のある方は、ぜひ相談してみ

ましょう。（お問い合わせ先：下呂市役所都市建設部建設課24-2222）

●家の周囲は安全か
　地震でブロック塀や石塀が倒壊し、下敷きになった人が亡くなったケースもあります。

ブロック塀などがある場合は、施工に欠陥がないかを確認し、ぐらつき
4 4 4 4

やひび
4 4

割れ、傾き

などがないか点検し、必要に応じて補強しておきましょう。また、プロパンガスのボンベ

がある場合は、しっかりと固定を。

　また、家族で避難所の場所や安全に行ける経路を確認しておきましょう。
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備えあれば憂いなし

 　９月１日は「防災の日」。大正 12年（1923 年）のこの日に発生した「関東大震災」を教訓に、防災を見直

すために定められた日です。

　この震災の記憶が遠ざかってきた平成７年１月、阪神・淡路大震災が発生し、

私たちは大震災の恐ろしさを改めて思い知らされました。

　また、現在、東海地震や東南海地震などの危険性が高まる中、いざという

とき、大切な命や財産を地震から守るためには、日ごろの危機管理が大切です。

過去の教訓を生かし、普段の備えを再点検してみましょう。

●災害時の「自助」「共助」

　戦後最大の被害となった阪神・淡路大震災。この震災では、6,000 人を超

える尊い命が奪われた一方、人と人との助け合いによって、多くの人の命が

救われました。

　この震災の中で、私たちが教訓として学んだのは、自分の身は自分で守る「自

助」の大切さ、そして、地域住民やボランティアなど、人と人とが助け合う「共助」の大切さです。

　阪神・淡路大震災では、救助された 35,000 人のうち 27,000 人が、家族や近隣の人たちによって救出され

たといわれています。

　人と人との助け合いは、救助だけでなく、火災が発生したときの初期消火活動や被災後の生活でも重要にな

ります。いざというとき、こうした「共助」の力を発揮するためには、日ごろから地域が主体となった防災活

動を行い、地域の防災力を高めておくことが重要です。

●一人ひとりの防災力を高める

　災害時に助け合うためには、まず、自分の身を守ることが大前提です。

　いざというとき、自分の身の安全を確保できる行動がとれるか。家具の転倒や落下物でけがをしないよう、

家具を固定するなどの防止対策をしているか…。安全に避難場所まで行くことができるか…。家族との連絡手

段は確保しているか…。食料や水など当面の避難生活に必要な物は備蓄しているか、緊急時にすぐ持ち出せる

ようになっているか…。

　一人ひとりが地震に対する意識と知識をもち、いざというときに行動できるよう、防災力を身につけておく

こと。それは、個々の家庭を地震に強くするだけでなく、地域全体の防災力にもつながります。

『備えあれば憂いなし』
家庭の防災力を高めるため…普段の備え、再点検！

　地震の基礎知識「日本で地震が多いのはなぜ？」
　日本は世界有数の地震国。1994年から2003年に世界で発生したマグニチュード６以上の地震回数のうち、

22.9％が日本で発生しています。

　日本で地震が発生しやすいのは、日本列島が太平洋、フィリピン海、北アメリカ、ユーラシアのいくつも

のプレートに取り囲まれているという地理的な条件によるものです。

　プレートは、いわば地球を覆う殻のようなもので、それぞれが地球の表面をさまざまな方向に移動してい

ます。このため、海側のプレートが陸地側のプレートとぶつかり、その下に沈み込みます。このとき、陸側

のプレートの先端も共に引きずり込まれてひずみ
4 4 4

がたまります。このひずみ
4 4 4

が限界に達し、陸地のプレート

の先端が跳ね上がるときに、地震が発生します。プレート境界で起こる地震は、地震の中でも規模が大きく、

地震によって深い海の底を上下に動かすため、大津波も発生しやすいという特徴があります。

　また、こうしたプレート運動によって、陸側のプレート内部には力がかかり、プレートの弱い部分が破壊

されることで地震が発生します。この弱い部分で、過去・将来も含め、繰り返し地震が発生しているものを

活断層と呼びます。日本では、確認されているだけでも、約 2,000 カ所の活断層があります。



８

インフルエンザ予防接種

委託医療機関一覧

◆予防接種を受ける前に
　１）つぎのような方は、予防接種の前に医師にご相談ください。
　　　 ・発熱がある。
　　　 ・卵に対するアレルギーがある。
　　　 ・過去にインフルエンザワクチンによるアレルギーがあった。
　　　・現在、何かの病気にかかっている。
　２）予防接種を受けた後の注意
　　　①　予防接種を受けた後 30 分間は、急な副反応が起こることがあります。
　　　　医師（医療機関）とすぐに連絡を取れるようにしておきましょう。　
　　　②　インフルエンザワクチンの副反応の多くは 24 時間以内に出現しますの

で、特にこの間は体調に注意しましょう。
　　　③　入浴は差し支えありませんが、注射した部位を強くこすることはやめま

しょう。
　　　④　接種当日はいつも通りの生活をしてもかまいませんが、激しい運動や大

量の飲酒は避けましょう。

◆インフルエンザ予防接種料金補助に関するお問い合わせ先
　　　　萩原保健センター（52-1230）　　小坂保健センター（62-2940）
　　　　下呂保健センター（25-2680）　　金山保健センター（32-4500）
　　　　馬瀬健康管理センター（47-2111）

医 療 機 関 名 住 所 電話番号

田中内科クリニック 萩原町跡津 1430 番地 53-0088

中 田 医 院 萩原町萩原 1307 番地 2 52-1022

藤 岡 医 院 萩原町萩原 911 番地 52-3033

二 村 医 院 萩原町萩原 1366 番地 52-1001

小 坂 診 療 所 小坂町大島 1965 番地 62-2212

黒 木 医 院 森 2456 番地 24-1303

小 池 医 院 森 996 番地 25-6688

近 藤 医 院 小川 97 番地 3 25-4428

花 田 医 院 御厩野 149 番地 26-2036

上 原 診 療 所 田口 515 番地 27-1012

中 原 診 療 所 焼石 2938 番地 1 28-2004

大 船 渡 医 院 金山町大船渡 666 番地 1 32-2850

福 井 医 院 金山町金山 2135 番地 1 32-2151

阿 部 医 院 金山町大船渡 549 番地 32-2025

金 山 病 院 金山町金山 2594 番地 1 32-2121

馬 瀬 診 療 所 馬瀬数河 439 番地 3 47-2152

西村出張診療所 馬瀬西村 853 番地 2 47-2152

郡上市国保和良病院 郡上市和良町沢 882 番地 0575-77-2311



９

インフルエンザ予防接種

　今年も、インフルエンザ流行の季節がやってきます。そこで、65 歳以上および 60
歳から 64 歳までの方で、心臓、腎臓、呼吸器の機能、免疫機能に障害がある方には、
予防接種料金を 1,000 円補助します。ぜひ、この機会にインフルエンザの予防対策と
して、予防接種を受けられることをお勧めします。
　なお、インフルエンザ予防接種の効果や副反応については、先月号の広報に掲載
していますので、あわせてご覧ください。

◆対象となる方（年齢は接種日での満年齢です）
　１）65 歳以上の方
　２）60 歳から 64 歳までの方で、心臓、腎臓、呼吸器の機能、
　　　免疫機能に障害をもった方（身障手帳１級程度）

◆予約期間
　平成 16 年９月１日から 12 月末（接種期間内）

◆予約方法
　１．各自、予約期間内に右ページの医療機関へ予約します。
　　※接種日時・料金などについては、各医療機関にお問い合わせください。
　２．予約した医療機関からインフルエンザ予防接種予診票と説明用紙を受け取り
　　　ます。
　　※予約時または予診票受取時に「65 歳以上の下呂市民であること」が証明でき
　　　るもの（保険証、老人医療受給者証など）を持参してください。

◆接種できる期間
　平成 16 年 10 月から 12 月末（休診日は除く）
　　※９月１日より各医療機関で予約を受け付けますが、接種できるのは 10 月から
　　　ですのでご注意ください。

◆接種方法
　１．接種日当日、予約した医療機関に記入した予診票を持参し受診します。
　２．料金を支払います。（接種料金から市補助分１，０００円を引いた金額）
　３．予防接種済証を受け取ります。
　　※入院中または入所中の方が接種を希望される場合は、各地域の保健センター
　　　へ早めにお問い合わせください。

◆補助金額
　１，０００円（生活保護世帯は全額補助します）

◆持参するもの
　① 接種料金
　② 記入した予診票
　③ 保険証
　④ 65 歳以上の下呂市民であることが証明できるもの
　　（保険証・老人医療受給者証など）

インフルエンザ
予防接種料金を補助します

65歳以上の
方を対象に
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下
呂
市
職
員
人
事
異
動

　
　
　

     　
　

８
月
１
日
付

◆
二

村

正

明

　

総
務
部
総
務
課
主
幹

　
　

（
健
康
福
祉
環
境
部

　
　
　

下
呂
健
康
福
祉
課
主
幹
）

　
　
　
　
　

◆
池

戸
　

昇

　

総
務
部
総
務
課

　
　

行
政
改
革
推
進
室
長

　
　

（
総
務
部
総
務
課
主
幹
）

　
　
　
　
　

◆
今

井

藤

夫

　

総
務
部
総
務
課

　
　

行
政
改
革
推
進
室
課
長
補
佐　

　
　

（
教
育
委
員
会

　
　
　

萩
原
教
育
分
室
課
長
補
佐
）

　
　
　
　
　

  

◆
細

江

博

之

　

健
康
福
祉
環
境
部

　
　

下
呂
健
康
福
祉
課
課
長
補
佐

　
　

（
教
育
委
員
会

　
　
　

下
呂
教
育
課
課
長
補
佐
）

               

◆
野

村
　

実

　

教
育
委
員
会
萩
原
教
育
分
室
主
事

　
　

（
総
務
部
財
政
課
主
事
）

                 

退
職
者
（
７
月
31
日
付
）

◆
浦
野
ま
ち
子

　
　

（
市
民
部
税
務
課
主
幹
）

◆
青

木

真

実

　
　

（
教
育
委
員
会

　
　
　

萩
原
南
保
育
園
主
任
主
査
）

  　

        

※
（　

）
内
は
旧
所
属 

市からのおしらせ

【
下
呂
地
域
募
集
住
宅
】

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
世
帯
用
）

①
小
川
住
宅
４
０
１
号
（
Ｈ
５
年
建
設
）

▽
下
呂
市
小
川
62
番
地

▽
中
層
耐
火
構
造
４
階
建　

２
Ｄ
Ｋ

▽
住
宅
使
用
料
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

　

４
万
３
０
０
０
円
〜
７
万
円

一
般
住
宅

①
少
ヶ
野
住
宅
１
２
４
号

▽
下
呂
市
少
ヶ
野
４
４
６
番
地
24

▽
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｋ

▽
住
宅
使
用
料　

２
万
２
０
０
０
円

②
幸
田
住
宅
３
１
１
号

▽
下
呂
市
幸
田
１
１
２
６
番
地
17

▽
耐
火
構
造
３
階
建　

１
Ｋ
（
６
畳
）

▽
住
宅
使
用
料　

１
万
２
０
０
０
円

※
ト
イ
レ
・
台
所
は
共
用
、
風
呂
な
し

③
幸
田
住
宅
３
１
２
号

▽
下
呂
市
幸
田
１
１
２
６
番
地
17

▽
耐
火
構
造
３
階
建　

１
Ｋ（
４
畳
半
）

▽
住
宅
使
用
料　

１
万
円

※
ト
イ
レ
・
台
所
は
共
用
、
風
呂
な
し

【
金
山
地
域
募
集
住
宅
】

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
単
身
用
）

①
井
尻
団
地
１
０
４
号
（
Ｈ
６
年
建
設
）

▽
金
山
町
金
山
３
１
７
５
番
地
１

▽
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

１
Ｄ
Ｋ

▽
住
宅
使
用
料
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

　

２
万
１
５
０
０
円
〜
３
万
５
０
０
０
円

◆
入
居
資
格

①
公
営
住
宅
・
一
般
住
宅

・
税
金
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

②
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

・
税
金
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

・
月
額
所
得
が
20
万
円
以
上
あ
る
こ
と

◆
申
込
期
限　

９
月
21
日
（
火
）

◆
入
居
者
の
決
定
方
法

　

応
募
者
の
入
居
資
格
を
確
認
後
決

定
し
ま
す
。
な
お
、
資
格
の
あ
る
応

募
者
が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合
は
、

選
考
委
員
会
と
抽
選
に
よ
り
決
定

◆
敷
金　

住
宅
使
用
料
の
３
カ
月
分

◆
必
要
な
書
類

・
住
宅
申
込
書

・
誓
約
書
（
下
呂
市
役
所
都
市
建
設

部
建
設
課
お
よ
び
各
振
興
事
務
所
基

盤
整
備
課
に
あ
り
ま
す
）

・
入
居
予
定
者
の
住
民
票

・
納
税
証
明
書
、
所
得
を
証
す
る
書
類

◆
そ
の
他
の
事
項

・
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

・
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
で
き
ま
せ
ん

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

下
呂
市
都
市
建
設
部
建
設
課
・
住

宅
係
（


24
‐
２
２
２
２
・
内
線

２
２
２
）
お
よ
び
各
振
興
事
務
所
基

盤
整
備
課

馬　瀬 金　山 下　呂 小　坂 萩　原 地
域

◎
馬
瀬
南
部
地
区
自
治
会
連
合
会

　

馬
瀬
中
部
地
区
自
治
会
連
合
会

　

馬
瀬
北
部
地
区
自
治
会
連
合
会

　

東
地
区
自
治
会
連
合
会

　

菅
田
地
区
自
治
会
連
合
会

　

下
原
地
区
自
治
会
連
合
会

◎
金
山
地
区
自
治
会
連
合
会

　

中
原
地
区
自
治
会
連
合
会

　

上
原
地
区
自
治
会
連
合
会

　

竹
原
地
区
自
治
会
連
合
会

◎
下
呂
地
区
自
治
会
連
合
会

　

小
坂
東
地
区
自
治
会
連
合
会

　

小
坂
中
地
区
自
治
会
連
合
会

◎
小
坂
北
地
区
自
治
会
連
合
会

　

川
西
南
部
地
区
自
治
会
連
合
会

　

川
西
北
部
地
区
自
治
会
連
合
会

◎
萩
原
中
部
地
区
自
治
会
連
合
会

　

萩
原
北
部
地
区
自
治
会
連
合
会

地

区

自

治

会

名

西

村

区

中

切

区

数

河

区

乙

原

区

菅

田

２

区

中

津

原

区

第

３

区

中
原
中
央
区

和

川

区

宮

地

区

森

区

落

合

区

大

島

区

無

数

原

区

古

関

区

四

美

区

萩

原

上

区

宮

田

区

所

属

区

大

前

勇

一

林　

年

宏

下

谷

勝

則

河

尻

孝

嘉

土

屋

昭

作

松

原

鉄

男

中

島

敏

彦

細

江　

透

田

口

俊

昭

熊

崎

泰

三

説

田

勝

人

二

村

永

一

今

井

辰

夫

安

田　

修

土

野

法

信

熊

崎

久

男

小

林

由

典

今

井

正

保

氏

名

●
下
呂
市
連
合
自
治
会
役
員
の
皆
さ
ん

　

７
月
22
日
、
星
雲
会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
第
１
回
下
呂
市
連
合

自
治
会
」
に
お
い
て
、
会
長
に
説
田
勝
人
さ
ん
（
下
呂
地
域
自
治

会
連
合
会
会
長
）、
副
会
長
に
安
田
修
さ
ん
（
小
坂
地
域
自
治
会

連
合
会
会
長
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

各
地
区
自
治
会
連
合
会
会
長
の
み
な
さ
ん
は
、
次
表
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

　

表
中
の
◎
印
は
、
各
地
域
自
治
会
連
合
会
会
長
さ
ん
で
す
。

●
市
営
住
宅
入
居
者
募
集
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家庭の医学・休日診療

　下呂市内において休日（日曜日、祝日、年末年始の休日）に急病患者が発生し、かかりつけの医師が不在の

場合は、下記の休日在宅医にお問い合わせください。

●一時留守になる場合があります。電話で在宅かどうか確認してからお出かけください。

●この制度は急病患者のために設けられたものです。平常から継続して治療を受けている人はご遠慮ください。

月　日 北　部　地　区 南　部　地　区

９月５日 大 塚 耳 鼻 咽 喉 科 医 院 52-3387 福 井 医 院 32-2151

９月12日 馬 瀬 診 療 所 47-2152 近 藤 医 院 25-4428

９月19日 中 田 医 院 52-1022 中 原 診 療 所 28-2004

９月20日 小 坂 診 療 所 62-2212 阿 部 医 院 32-2025

９月23日 藤 岡 医 院 52-3033 小 池 医 院 25-6688

９月26日 田 中 内 科 ク リ ニ ッ ク 53-0088 中 原 診 療 所 28-2004

10月３日 二 村 医 院 52-1001 黒 木 医 院 24-1303

10月10日 大 塚 耳 鼻 咽 喉 科 医 院 52-3387 加 藤 診 療 所 33-2013

10月11日 馬 瀬 診 療 所 47-2152 花 田 医 院 26-2036

10月17日 中 田 医 院 52-1022 福 井 医 院 32-2151

◎
肥
満
を
考
え
よ
う

　

食
欲
の
秋
を
迎
え
て
、
生
活
習
慣
病
の
原
因

で
あ
る
肥
満
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

肥
満
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
、
生
活
習
慣
に
よ

る
も
の
で
す
。
思
い
当
た
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？
す
べ
て
思
い
当
た
ら
な
け
れ
ば
肥
満
の

心
配
は
な
い
で
し
ょ
う
。

□
早
食
い
…
ゆ
っ
く
り
食
べ
て
こ
そ
満
腹
感
が

得
ら
れ
ま
す
。

□
残
り
物
を
食
べ
て
し
ま
う
…
作
り
す
ぎ
な
い
。

も
っ
た
い
な
い
と
思
う
心
は
捨
て
る
よ
う
に
。

□
朝
食
を
食
べ
な
い
…
次
に
と
る
食
事
量
が
増

え
、
過
食
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

□
子
ど
も
と
一
緒
に
お
や
つ
を
食
べ
る
…
お
や

つ
は
子
ど
も
だ
け
に
。

□
身
近
に
食
べ
物
が
置
い
て
あ
る
…
目
に
つ
く

と
こ
ろ
に
食
べ
物
を
置
か
な
い
。

□
外
食
が
多
い
…
外
食
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
ば
か
り

で
な
く
塩
分
も
多
い
。

□
昼
食
は
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
で
す
ま
せ
る
…

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
栄
養
が
偏

か
た
よ

る
。

□
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
お
菓
子
を
食
べ
る
…
無

意
識
に
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
な
が
ら

食
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

□
人
が
食
べ
て
い
る
と
つ
ら
れ
て
食
べ
て
し
ま
う

…
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
で
お
相
手
し
ま
し
ょ
う
。

□
脂
身
、
揚
げ
物
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
な
ど
を
よ
く
食

べ
る
…
高
カ
ロ
リ
ー
の
食
事
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

□
甘
い
も
の
を
食
事
代
わ
り
に
す
る
…
お
菓
子

は
カ
ロ
リ
ー
が
高
く
栄
養
が
少
な
い
。

□
大
皿
に
盛
っ
て
み
ん
な
で
食
べ
る
…
食
べ
た

量
が
わ
か
ら
な
い
。
め
い
め
い
皿
で
。

□
残
す
と
も
っ
た
い
な
い
…
残
す
勇
気
、
残
す

習
慣
を
。

□
お
腹
が
す
い
た
と
き
に
買
い
物
に
行
く
…
空

腹
時
は
余
分
な
も
の
を
買
い
す
ぎ
ま
す
。
買

い
物
は
食
後
の
運
動
を
兼
ね
て
。

□
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
を
買
い
置
き
す
る
…
ち

ょ
っ
と
食
べ
た
い
と
き
の
た
め
に
、
低
エ
ネ
ル

ギ
ー
食
品
を
用
意
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

□
缶
ジ
ュ
ー
ス
、
缶
コ
ー
ヒ
ー
を
よ
く
飲
む
…

缶
ジ
ュ
ー
ス
類
は
カ
ロ
リ
ー
が
高
い
。

□
食
事
の
終
わ
り
時
間
が
は
っ
き
り
し
な
い
…

食
後
す
ぐ
に
歯
を
磨
い
て
食
事
の
区
切
り
を

つ
け
る
。

□
寝
る
前
に
食
べ
る
…
寝
る
前
の
食
事
は
体
脂

肪
に
な
り
や
す
い
。

□
夕
食
後
は
す
ぐ
に
寝
て
し
ま
う
…
食
後
は
散

歩
や
後
片
付
け
な
ど
体
を
動
か
す
よ
う
に
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

□
食
べ
物
の
カ
ロ
リ
ー
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
こ
と

が
な
い
…
自
分
の
一
日
の
適
正
摂
取
カ
ロ
リ

ー
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

□
自
分
の
体
重
が
気
に
な
ら
な
い
…
標
準
体
重

を
知
り
ま
し
ょ
う
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
以
上
は
真
剣

に
減
量
を
。

　

Ｂ
Ｍ
Ｉ
＝
体
重
kg
÷(

身
長
ｍ
×
身
長
ｍ)

　

こ
れ
ら
の
項
目
は
、
自
分
で
努
力
す
れ
ば
対

処
で
き
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

下
呂
市
立
金
山
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　

院
長　

古
田　

智
彦
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下呂市ニュース

　　金山保健センターで７月 22 日、ほほえみ家族
（代表：玉置恵さん）主催の講演会が行われ、子
どもからお年寄りまで約 50 人が参加しました。
講師は、バレーボールヨルダン女子代表チーム

のコーチとして活躍された渡辺裕介さん（金山町
大船渡）。ヨルダンの民族衣装を身にまとった渡
辺さんは、異国の地での２年間の生活を基に、子
どもにも分かるよう地図や写真を見せたり、クイ
ズを出したりしてヨルダンの自然や歴史、社会情
勢などを紹介しました。
参加した子どもたちは、知らない世界の話に

驚いた様子で「へ～、え～」と思わず声をあげて
いました。
渡辺さんは「世界には、いろんな人が住んで

いて、それぞれ違う生活や思想があることを知っ
てもらい、日本以外の国々に興味をもって欲しい
です」と話していました。

ヨルダンってどんな国？

おいしい野菜ができました！

ヨルダンの民族衣装を身にまとい話す渡辺さん

自分たちで収穫した野菜を販売する総島小児童

健康フェスタ大盛況！

　総島小学校（馬瀬）の児童８人が８月２日、校
庭の畑で育てた野菜を馬瀬西村のホテル美輝ロビ
ーで販売しました。
　この販売は昨年に続き今年で２回目。野菜は５
月に県飛騨地域下呂農業改良普及センターの普及
員から指導を受け、昨年売れ行きの良かった野菜
を選んで苗を植えました。
　この日、児童らは朝から学校でナス、キュウリ、
ピーマン、トマト、シシトウを収穫。丹精込めて
育てた野菜に、メッセージを添えて販売しました。
　児童らはホテルを訪れたお客さんに「野菜を買
ってください」などと呼びかけ、午前９時すぎか
ら販売し始めた野菜は約１時間で完売しました。
　５年生の野村文乃さん（馬瀬惣島）は「思った
よりも早く売れなかった。売るのはむつかしい。
一番早く売れたトマトやナスを来年はもっと作り
たい」と話していました。

地上デジタル放送の実験開始

　今年 11 月から岐阜県でも始まる地上デジタル
放送を前に、電波の届きにくい山間地域でも、光
通信を利用して地上デジタル放送を見られるよう
にするシステムの実験が、8月 11 日から下呂市
内で始まりました。
　この実験は、山間部の一部で地上デジタル放送
が届かない場合を想定して、愛知県瀬戸市のデジ
タルタワーから送信された地上デジタル放送波を
岐阜市内で受信し、県が整備した光ファイバー網
｢岐阜情報スーパーハイウェイ ｣で下呂市役所ま
で送信。そこからテレビ共聴組合の施設に伝送し、
一般家庭で視聴できるようにするものです。
　下呂市役所下呂庁舎の１階ロビーでは、しばら
くの間、地上デジタルテレビ放送を見ることがで
きます。

下呂庁舎１階ロビーで地上デジタル放送が体験できます

そば打ちを体験する家族連れ

　萩原町四美の南飛騨健康増進センターで７月
25 日、「南飛騨健康フェスタ」が行われ、たくさ
んの家族連れなどでにぎわいました。
　会場では、そば打ちやリフレクソロジーなどの
健康体験のほか、健康フォーラム、けんこう食材
を使った食べ歩きコーナー、けんこう産品の展示
即売コーナー、魚のつかみどり、トラックステー
ジでのコンサートなどが行われ、訪れた人たちは
夏休みの 1日を満喫していました。



13

下呂市ニュース

身近な話題をお寄せください

●企画部広報係　52-2000

●萩原企画分室　52-2000

●小坂企画分室　62-3111

●下呂企画分室　24-2222

●金山企画課　32-2203

●馬瀬企画分室　47-2111

「泣く子も黙る？」プロの演奏

　旧小坂町の姉妹都市石川県羽
はく い

咋郡押
おしみず

水町の押水
第一小学校６年生とＰＴＡ関係者ら 60 人が７月
17・18 日、小坂町を訪れ、湯屋小学校の５・６年
生と野外活動などで交流を深めました。
　押水町と小坂町は昭和 55 年１月に姉妹都市を締
結。昭和 61 年７月から交流の申し出があり、今回
で 20 回目を迎えました。昨年は湯屋小児童が押水
町を訪問。交互に訪問しながら、交流が続けられ
てきました。
　湯屋小ランチルームでは、児童たちとＰＴＡ関
係者らが分かれて自己紹介などをし、小坂振興事
務所桂川淳平所長や湯屋小ＰＴＡ福永和也会長ら
が歓迎のあいさつを述べ、田端校長が昭和 29 年建
築の木造校舎を案内しました。
　その後両校の児童、ＰＴＡ関係者、教員などは
近くの渓流へ移動し、マスつかみ、マス釣りを両
校入り混じったグループに分かれて行動。

　押水の児童たちは、冷たい清流に歓声を上げな
がら、湯屋小児童と水をかけあい遊びました。
　児童らは、湯屋のふれあいの森のバンガローに
泊まり、18 日には、ステンドグラス、陶芸、お香
づくりなどの体験学習をしました。
　閉会式では、両校の児童とも「友だちができて
よかった、
交流会をこ
れからもや
っ て ほ し
い」と感想
を話し、一
足早い夏休
みの思い出
を詰め込ん
で海の町へ
帰っていき
ました。 「マスつかみ」を楽しむ子どもたち

育てよう一人ひとりの人権意識

　高山人権擁
よう ご

護委員協議会では、住民のみなさんに、
人権について広く理解をしていただこうと、各地域の
イベントや夏祭りなどの会場で、地元人権擁護委員が
「育てよう　一人一人の　人権意識」と啓発活動重点
目標の書かれた人権啓発うちわを配りました。
　下呂温泉街で行われた「いでゆ夜市」の会場では、
地元の方や浴衣姿の観光客らに、うちわを手渡しなが
ら、人権に対する理解を求めていました。 いでゆ夜市で観光客らにうちわを配る人権擁護委員

バイオリンに興味津々の子どもたち

　健康館（金山町金山）で月に一度行われる「おひさまは
うす」（代表：細江尚子さん）の活動の一環として７月 13 日、
プロの演奏家によるミニコンサートが行われました。
今回のコンサートは、日本赤十字社岐阜県支部の支援を

受け、バイオリン体験やフローアンサンブル（フローとは
ドイツ語で喜び：本物の音楽を気軽に楽しんでいただく）
などが行われ、親子や日赤奉仕団の方など約100人が参加し、
音楽を通じて三世代が楽しい時間を過ごしました。

「海の子」と「山の子」の交流！
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保健センターだより

　一人ひとり個性が違う子どもたち。日々の成長に喜びを感じながら、自分らしく楽しんで子育てできるとい

いですね。市では妊婦さんやお子さんの健康のために、下記の事業を開催します。

　毎月の行事予定は、この「市政だよりげろ」でお知らせしますので、確認の上ご参加ください。

行　　事 内　　　　容 場所
萩原地域 小坂地域 下呂地域 金山地域 馬瀬地域

萩原保健センター 小坂保健センター 下呂保健センター 金山保健センター 馬瀬健康管理センター
または中央公民館

母子健康
手帳交付
受付10：00

集団で交付します。
都合の悪い方は保健
師までご連絡くださ
い。

第１・３火曜日 第１・３木曜日 第２・４水曜日 第２・４火曜日 第２・４火曜日

日　時 10月５・19日 10月７・21日 10月13・27日 10月12・26日
10月12・26日
中央公民館

マタニティ
クラス

妊娠中の方、お母さ
んと赤ちゃんの健康
について考えてみま
せんか？

日　時

①10月22日(金)
13:30 ～ 15:30

持ち物：歯ブラシ、
母子手帳

②10月15日(金)
10:00 ～ 13:00

持ち物：エプロン、
米0.5合、母子手帳

10月４日(月)
13:00 ～ 15:30

10月18日(月)
13:00 ～ 15:00

10月７日(木)
13:30 ～ 15:30

対象者 妊婦さん

希望される方は１週間前までに各地域保健センターまでご連絡ください。

パパママ
クラス

妊娠中の方、ご夫婦
でどうぞ。
動きやすい服装でお
越しください。

日　時
10月24日(日）
13:30 ～

10月31日(日）
13:30 ～ 15:30

対象者 妊婦さんと夫

希望される方は１週間前までに各地区保健センターまでご連絡ください。

３～４カ月
児健診

３～４カ月のお子さ
んの成長発達につい
て一緒に考えましょ
う。

日　時
(受付)

10月８日(金)
13:00 ～ 13:15

10月15日(金)
13:00 ～

＊２日前にツベル
クリン反応検査を
行います。

対象者
平成16年５月
～６月生まれ

平成16年６月
生まれ

もぐもぐ
離乳食教室

離乳食の形態や量
について考えましょ
う。

日　時
(受付)

10月８日(金）
9:30 ～ 9:40

10月13日(水）
9:50 ～

対象者
平成16年３月
～４月生まれ

平成16年４月
～５月生まれ

希望される方は１週間前までに各地域保健センターまでご連絡ください。

８～９カ月
児健診

８～９カ月のお子さ
んの成長発達につい
て一緒に考えましょ
う。

日　時
(受付)

10月８日(金）
13:00 ～ 13:15

10月22日(金)
①13:00 ～
②13:30 ～

対象者
平成15年12月～
16年１月生まれ

平成16年１月
～２月生まれ

お誕生教室

１歳のお誕生日を迎
えた子どもさんの食
事などについて一緒
に考えましょう。

日　時
(受付)

10月13日(水)
9:15 ～ 9:30

10月19日(火)
9:30 ～

10月22日(金)
9:50 ～

対象者
平成15年９月
～ 10月生まれ

平成15年８月
～９月生まれ

平成15年９月
～ 10月生まれ

希望される方は１週間前までに各地域保健センターまでご連絡ください。

１歳６カ月
児健診

１歳６カ月のお子さ
んの成長発達につい
て一緒に考えましょ
う。

日　時
(受付)

10月１日(金)
①13:00 ～ 13:15
②13:15 ～ 13:30

10月13日(水)
13:00 ～

10月13日(水)
13:00 ～

対象者
平成15年２月
～３月生まれ

平成15年
３月生まれ

平成15年２月
～４月生まれ

２歳児教室

虫歯予防の教室で
す。歯科検診や歯の
磨き方について考え
ましょう。

日　時
(受付)

10月20日(水）
13:15 ～ 13:30

対象者
平成14年８月
～９月生まれ

希望される方は１週間前までに各地域保健センターまでご連絡ください。

３歳児健診
３歳児のお子さんの
成長発達について一
緒に考えましょう。

日　時
(受付)

10月27日(水)
13:00 ～

対象者
平成13年８月
～ 10月生まれ
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保健センターだより

萩原地域 小坂地域 金山地域 馬瀬地域

場　所 萩原保健センター 小坂保健センター 金山保健センター 馬瀬中央公民館

日　時
毎週火曜日 毎週木曜日 毎週火曜日 毎週火曜日

10月５・12・19・26日 10月７・14・21・28日 10月５・12・19・26日 10月５・12・19・26日

時　間 9:00 ～ 16:00 9:00 ～ 12:00 9:00 ～ 17:00 9:00 ～ 11:00

下呂地区 上原地区 竹原地区 中原地区

場　所 下呂保健センター 上原出張所 竹原公民館 中原公民館

日　時
毎週水曜日 第１火曜日 第２金曜日 第４木曜日

10月６・13・20・27日 10月５日 10月８日 10月28日

時　間 9:00 ～ 17:00 10:00 ～ 11:30 10:00 ～ 11:30 10:00 ～ 11:30

萩原・馬瀬地域 小坂地域 下呂地域 金山地域

場　所 萩原保健センター 小坂保健センター 下呂保健センター 金山保健センター

ツ ベ ル
ク リ ン
反応検査

日　時
(受付)

10月13日(水)
13:00 ～

対象者 平成16年６月
生まれ

ＢＣＧ

日　時
(受付)

10月15日(金)
13:00 ～

対象者 ２日前にツベルクリン反応検査を受けたお子さん

下　呂　地　区 竹原地区 上原・中原地区 金山地域

場　所 下呂保健センター 竹原公民館 中原診療所 金山保健センター

ポリオ

日　時

(受付)

①10月７日(木)：２回目対象者
②10月28日(木)：１回目対象者

13:00 ～ 13:30

10月12日(火)

12:45 ～ 13:05

10月19日(火)

13:00 ～ 13:15

①10月１日(金)
②10月20日(水)
13:30 ～ 13:45

対象者
①平成15年６月～ 12月生まれ

②平成16年１月～６月生まれ

平成15年６月　

～平成16年６月

生まれ

平成15年６月　

～平成16年６月

生まれ

生後満３カ月～満18
カ月と、満90カ月未
満で、２回終了して
いない方　　　　　

萩　　原　　地　　域 小坂地域 馬瀬地域

場　所 萩原保健センター 小坂保健センター 馬瀬診療所

ポリオ

日　時
(受付)

①10月４日(月)　②10月８日(金)
13:00 ～ 13:30

10月26日(火)
13:30 ～ 14:30

10月４日(月)
10:30 ～ 11:00

対象者
①平成15年７月～ 12月生まれ
②平成16年１月～６月生まれ

平成15年７月～
    平成16年６月生まれ

平成15年７月～
    平成16年６月生まれ
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教育委員会だより

●
下
呂
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

審
議
会
委
員
を
任
命

　
　
　
　
　
　
　
　

　

下
呂
市
教
育
委
員
会
は
７
月
16

日
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
に
基
づ
き
、

18
人
の
「
下
呂
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興

審
議
会
委
員
」を
任
命
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
は
、
市

民
の
多
様
化
・
高
度
化
す
る
ス
ポ

ー
ツ
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の

振
興
が
図
れ
る
よ
う
、
教
育
委
員

会
の
諮
問
に
応
じ
て
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い

て
調
査
審
議
し
、
教
育
委
員
会
に

答
申
し
ま
す
。

　

任
命
さ
れ
た
委
員
は
、
次
の
皆

さ
ん
で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

※
（　

）
内
は
住
所

　

  

《　

》
内
は
所
属
・
役
職
な
ど

桂
川　

庄
策
（
萩
原
町
上
呂
）

　

《
下
呂
市
体
育
協
会
理
事
長
》

三
尾　
　

誠
（　

森　

）

　

《
下
呂
市
体
育
協
会
支
部
会
長
》

小
林　
　

学
（
馬
瀬
堀
之
内
）

　

《
下
呂
市
体
育
指
導
委
員
》

星
屋　

和
明（
金
山
町
菅
田
桐
洞
）

　

《
下
呂
市
体
育
指
導
委
員
》

二
村　

象し
ょ
う
じ史
（
萩
原
町
萩
原
）

　

《
萩
原
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
代
表
》

林　
　

純す

み

お生
（
小
坂
町
長
瀬
）

　

《
小
坂
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
代
表
》

前
野　
　

博
（
乗　

政
）

　

《
下
呂
温
泉
し
ら
さ
ぎ

　
　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
代
表
》

河
原　

良
昭
（
野　

尻
）

　

《
学
識
経
験
者
》

下
平　

通み
ち
や
す泰
（
小
坂
町
長
瀬
）

　

《
小
坂
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　

連
盟
会
長
》

大
前　

貴
子
（
萩
原
町
中
呂
）

　

《
親
子
体
操
・

　
　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
指
導
者
》

宮
田　

佳け

い

こ子
（　

森　

）

　

《
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
経
営
者
》

北
原　

蔵く
ら
か
ず一
（
金
山
町
金
山
）

　

《
岐
阜
県
身
体
障
害
者

　
　

福
祉
協
会
下
呂
支
部
長
》

青
柿　

邦
安
（
野
尻
）

　

《
下
呂
市
小
学
校

　
　

体
育
会
担
当
校
長
》

森
前　

俊
秋
（
萩
原
町
古
関
）

　

《
下
呂
市
中
学
校

　
　

体
育
連
盟
会
長
》

吉
川　

重
子
（
小
坂
町
門
坂
）

　

《
小
坂
地
域
代
表
》

今
井　

里
香
（
萩
原
町
大
ケ
洞
）

　

《
萩
原
地
域
代
表
》

高
木
婦ふ

く

こ

久
子
（
小　

川
）

　

《
下
呂
地
域
代
表
》

熊
崎　

央て

る

み美
（
金
山
町
金
山
）

　

《
金
山
地
域
代
表
》

　

８
月
12
日
に
「
第
１
回
ス
ポ
ー

ツ
振
興
審
議
会
」
が
開
か
れ
、
会

長
に
桂
川
庄
策
さ
ん
を
、
副
会
長

に
前
野
博
さ
ん
を
互
選
。
教
育
委

員
会
か
ら
諮
問
さ
れ
た
「
南
飛
騨

総
合
健
康
ア
リ
ー
ナ
（
仮
称
）
の

整
備
に
つ
い
て
」「
市
内
の
各
種

体
育
団
体
の
育
成
と
支
援
の
在
り

方
に
つ
い
て
」
な
ど
に
つ
い
て
審

議
を
始
め
ま
し
た
。

●
中
学
生
が
ペ
ン
サ
コ
ー

　

ラ
で
国
際
交
流

　

第
11
回
萩
原
町
国
際
交
流
中
学

生
海
外
派
遣
団
が
、
米
国
フ
ロ
リ

ダ
州
ペ
ン
サ
コ
ー
ラ
市
に
向
け
８

月
16
日
に
出
発
し
、
ペ
ン
サ
コ
ー

ラ
市
で
の
交
流
を
無
事
終
え
て
25

日
に
帰
国
し
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
毎
週
１
回
集
ま
っ

て
、
練
習
し
て
き
た
英
語
研
修
や

合
唱
、
踊
り
の
ほ
か
、
英
語
で
の

ス
ピ
ー
チ
や
折
り
紙
、
習
字
、
け

ん
だ
ま
、
箸
の
使
い
方
を
学
ぶ
ゲ

ー
ム
な
ど
を
、
現
地
の
ブ
ラ
ウ
ン

バ
ー
ジ
中
学
校
で
披
露
。

　

ま
た
、
ペ
ン
サ
コ
ー
ラ
市
長
を

表
敬
訪
問
す
る
な
ど
、
下
呂
市
と

ペ
ン
サ
コ
ー
ラ
市
の
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

先
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
親

睦
を
深
め
、
家
庭
的
な
も
て
な
し

に
と
て
も
感
激
し
て
い
ま
し
た
。

帰
国
当
日
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
と
の
別
れ
を
惜
し
む
生
徒
た
ち

の
姿
が
大
変
印
象
的
で
し
た
。

●
「
ひ
だ
金
山
清
流
マ
ラ
ソ
ン
」

　
　

参
加
者
募
集

　

10
月
24
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
『
ひ
だ

金
山
清
流
マ
ラ
ソ
ン
大
会
』
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

◆
参
加
資
格
と
参
加
料

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
（
３
０
０
０
円
）

〔
馬
瀬
川
沿
線　

日
本
陸
連
公
認
コ
ー
ス
30
㎞
〕

※
３
時
間
以
内
で
完
走
で
き
る
こ
と

１
部　

満
16
歳
か
ら
満
39
歳
ま
で
の
男
子

２
部　

満
40
歳
以
上
の
男
子

３
部　

満
16
歳
以
上
の
女
子

ハ
ー
フ
コ
ー
ス
（
２
５
０
０
円
）

〔
馬
瀬
川
沿
線　

日
本
陸
連
公
認
コ
ー
ス
〕

※
３
時
間
以
内
で
完
走
で
き
る
こ
と

１
部　

満
16
歳
か
ら
満
39
歳
ま
で
の
男
子

２
部　

満
40
歳
以
上
の
男
子

３
部　

満
16
歳
以
上
の
女
子

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
（
２
０
０
０
円
）

〔
金
山
市
街
地
コ
ー
ス
５
㎞
〕

※
中
学
生
は
３
０
０
円

１
部　

中
学
生
か
ら
満
29
歳
ま
で
の
男
子

２
部　

満
30
歳
か
ら
満
39
歳
ま
で
の
男
子

３
部　

満
40
歳
か
ら
満
49
歳
ま
で
の
男
子

４
部　

満
50
歳
か
ら
満
59
歳
ま
で
の
男
子

５
部　

満
60
歳
以
上
の
男
子

６
部　

中
学
生
か
ら
満
29
歳
ま
で
の
女
子

７
部　

満
30
歳
か
ら
満
49
歳
ま
で
の
女
子

８
部　

満
50
歳
以
上
の
女
子

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
（
３
０
０
円
）

〔
馬
瀬
川
周
遊
コ
ー
ス
２
㎞
〕

小
学
生
以
上
の
男
女

※
大
会
要
項
と
申
込
用
紙
は
、
各
庁
舎
・
振

興
事
務
所
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

あ
り
ま
す
。

※
年
齢
は
平
成
16
年
10
月
24
日
を
基
準
と
し

て
い
ま
す
。

◆
申
込
期
限　

９
月
14
日
（
火
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

金
山
教
育
課
（

32
‐
３
８
９
３
）

「自立した青少年をはぐくむ、開かれた家庭づくり」

ペンサコーラで国際交流を深める中学生
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教育委員会だより

●白雲座芝居小屋コンサート

　国指定重要民俗文化財「白雲座」は、
その音響効果が良いことで注目され
ています。普段は地歌舞伎に使用され
ますが、最近はさまざまな音楽会など
にも利用されるようになりました。
今回は、木管五重奏『アンサンブ

ル・ノービレ』中井亮一氏（テノール）
によるコンサートが開催されます。木
のぬくもりに響く音色と歌声を存分
にお楽しみください。
◆日時　９月４日（土）午後３時開演
◆場所　下呂市門和佐「白雲座」
◆入場料　前売券 900 円、当日券
1,000 円、小中学生無料

※入場券は、白雲座コンサート実行委
員会事務局（27-1239）、下呂教
育課（25-2252）で扱っています

◆主催　白雲座コンサート実行委員会
◆企画　名古屋芸術大学音楽学部音楽
文化応用学科　音楽ビジネスコース

●おひさまはうす９月開館日

◆お問い合わせ先
　金山教育課（32-3893）

●「ひなたぼっこ」へおいで！

　大好きな、おじいちゃん・おばあ
ちゃんへの「プレゼントづくり」をし
ます。
◆日時　９月６日（月）～ 16日（木）
　　　　　午前10時～12時
◆場所　ひなたぼっこ

（金山町金山・金山保育園横）
　敬老の日「お招き交流会」をします。
おじいちゃん・おばあちゃんも一緒に

参加してください。
◆日時　９月 17日（金）
　　　　　午前10時～12時
◆場所　ひなたぼっこ

（金山町金山・金山保育園横）
◆お問い合わせ先
　ほほえみ家族（090-2346-2422）

●ほほえみ家族からのお知らせ

◆下呂市子育て支援交流会
　「下呂市内の子育て支援に関わって
いる個人、グループが出会い、横のつ
ながりができたらいいな」という思い
から企画しました。楽しい交流会にし
ましょう。
◇日時　９月８日（水）
　　　　　午前 10時～ 12 時
◇場所　星雲会館２階和室
　　　　　（萩原町萩原）　
◆リバスポ託児付きスポーツ体験
◇日時　９月 14日（火）
　　　午前 10時 45 分～ 11 時 45 分
　※アクアビクス・トレーニングジム
　　・プール
　※予約締め切りは、９月９日（木）
◇日時　９月 27日（月）
　　　午後１時 30分～２時 30 分
　※エアロビクス、トレーニングジム
　　プール
　※予約締め切りは、９月 22日（水）
◇場所　金山リバーサイドスポーツ
センター（金山町金山）

◇その他　託児は各日とも 10 名限定
で、無料です。

　エアロ・アクアビクスは各 1,000 円、
ジム、プールの利用料は 500 円です。
◇予約・お問い合わせ先　リバーサイ
ドスポーツセンター（32-3300）、
ほほえみ家族（090-2346-2422）

◆大垣子育て支援「ＮＰＯ法人くすく
す」との交流会

　子育てママ、パパ、商店街の皆さん、
一緒に参加して楽しい交流会にしま
しょう。
◇テーマ　『子育て支援と商店街の活
性化との結びつきについて』

◇日時　９月 24日（金）
　　　　　午前 10時～午後２時
◇場所　大垣市子育て交流プラザ
◇お問い合わせ・申込先　
　ほほえみ家族（090-2346-2422）

●日本語指導員・引率者募集

　米国アラスカ州ケチカン市へ、平
成17年度に派遣する日本語指導員と、
来春に派遣する短期留学生（金山中学
校生徒）の引率者を募集します。希望
される方は、申込書に履歴書と住民票
を添えて申し込みください。（申込書
は、各庁舎、振興事務所の教育課にあ
ります）
◆日本語指導員
◇派遣期間　平成 17 年４月１日～平
成 18年３月 31 日（１年間）

◇派遣人員　１名
◇内容　ケチカン市の小中学校で、日
本語の指導、国際交流に関する事業
への協力など

◇報酬等　報酬は月額 25 万円。往復
旅費のほか、市長が必要と認める経
費を支給

◇応募資格　①心身ともに健康で、海
外滞在が可能な方　②ある程度の
英会話ができる方　③ 20歳以上 50
歳未満の方（平成 17 年４月１日現
在）④小学校または中学校の教員資
格を持つ方、または教育委員会が同
等の指導力があると認めた方　⑤
派遣勤務が終了し、帰国後下呂市の
国際交流事業に貢献できる方　⑥
普通自動車免許のある方

◆短期留学生の引率者
◇目的　引率者を市民から募集し、国
際教育交流事業への理解を深め、国
際的視野を広げようとするもので
す。

◇派遣期間　平成 17 年３月 15 日～
29 日（15 日間）

◇募集人員　２名
◇内容　生徒の引率および訪問先の
人々との交流

◇経費　交通費や宿泊費のほか、市長
が必要と認める経費を支給

◇応募資格　①下呂市に在住の方　
② 18 歳以上 60 歳未満の方（平成
17 年３月１日現在）　③生徒を引率
できる能力のある方　④心身とも
に健康な方　⑤金山振興事務所で
の事前研修（10 回程度）に参加で
きる方

◆申込期限　９月 30日（木）必着
◆お問い合わせ・申込先　

金山教育課（32-3893）

　８月７日、金山市民会館で「夏休み親子教室」が開催さ
れました。
　これは、平成５年にジュニアくらぶ（毎月第２土曜日、
地域のボランティア指導者が中心となって開催している小
学生対象の生涯学習活動）の前身としてはじまった教室で、
毎年夏休みのこの時期に行われています。今年は、流木工
作や切り絵、七宝焼きなど７つの教室に約 50組の親子が参
加、協力しながら楽しく取り組んでいました。

親子で楽しく工作

日にち 開館時間 会　　　　場

２日(木) 10:00 ～ 11:30 健康館

８日(水) 10:00 ～ 11:30 いきいきセンター

10日(金) 10:00 ～ 11:30 東公民館

24日(金) 10:00 ～ 11:30 東公民館

29日(水) 10:00 ～ 11:30 いきいきセンター

※２日(木)は「親子で遊ぼう」です。
　手遊び、パラバルーン、ゲームな
ど楽しい催しがいっぱいです。

イベント   　event

毎月第３日曜日は『家庭の日』です

流木を使った電気スタンド作りに取り組む親子
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教育委員会だより

●
萩
原
ス
ポ
レ
ク
祭
開
催

　

「
萩
原
ス
ポ
レ
ク
祭
２
０
０
４
」

が
８
月
22
日
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

の
み
25
日
）、
あ
さ
ぎ
り
ス
ポ
ー

ツ
公
園
を
中
心
に
行
わ
れ
、
約

６
０
０
人
の
参
加
者
が
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

今
年
で
８
回
目
を
迎
え
た
ス
ポ

レ
ク
祭
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
ペ

タ
ン
ク
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な

ど
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
マ
ス
タ
ー
ズ
野
球
な
ど
７
種

目
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
体
育
館
前
で
は
軽
ス
ポ

ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
フ

リ
ー
ブ
ロ
ー
、
シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー

ド
な
ど
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
紹
介
。

大
人
か
ら
小
さ
な
お
子
さ
ん
ま
で

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

●
生
活
学
校
が
公
園
遊
具

の
安
全
点
検

　

金
山
町
生
活
学
校
で
は
�
�
安

心
・
安
全
な
町
づ
く
り
�
の
視
点

に
立
�
て
�
地
域
の
公
園
が
防
犯

上
問
題
が
な
い
か
�
ま
た
�
設
置

さ
れ
て
い
る
遊
具
類
が
安
全
で
あ

る
か
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
�

　

そ
の
中
で
�
あ
る
公
園
は
近

年
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
な
い

の
か
�
一
面
に
雑
草
が
生
え
�
そ

の
一
角
に
設
置
し
て
あ
る
ブ
ラ
ン

コ
な
ど
の
遊
具
が
さ
び
付
い
て
お

り
�と
て
も
危
険
な
状
態
で
し
た
�

　

早
速
区
長
さ
ん
宅
に
出
向
き
�

公
園
の
調
査
の
結
果
を
伝
え
ま
し

た
�
３
週
間
後
に
再
度
公
園
を
訪

ね
る
と
�
広
場
は
き
れ
い
に
除
草

さ
れ
�
遊
具
は
ペ
ン
キ
を
塗
り
替

え
ら
れ
て
�
新
品
同
様
に
な
�
て

い
ま
し
た
�

　

今
回
の
調
査
を
さ
れ
た
生
活
学

校
の
皆
さ
ん
は
�
区
長
さ
ん
を
は

じ
め
�
地
元
の
住
民
の
皆
さ
ん
の

素
早
い
対
応
に
感
激
す
る
と
と
も

に
�
き
れ
い
に
な
�
た
公
園
が
�

世
代
を
こ
え
た
ふ
れ
あ
い
の
場
に

な
る
こ
と
を
願
�
て
い
ま
す
�
と

話
し
て
い
ま
し
た
�

野
外
活
動
チ
ャ
レ
ン
ジ
村

　

「
年
齢
の
違
う
友
達
と
共
同
生

活
や
未
体
験
活
動
を
通
し
て
、
豊

か
な
心
（
忍
耐
心
や
自
立
心
、
協

調
性
）
や
、
か
い
性
の
あ
る
行
動

が
と
れ
る
た
く
ま
し
さ
を
身
に
つ

け
よ
う
」
と
始
ま
っ
た
下
呂
野
外

活
動
チ
ャ
レ
ン
ジ
村
２
０
０
４
。

今
年
は
7
月
24
日
か
ら
27
日
ま
で

3
泊
4
日
の
日
程
で
下
呂
市
門
原

地
内
で
開
催
さ
れ
、
小
学
４
年
生

か
ら
中
学
1
年
生
ま
で
48
人
の
子

ど
も
た
ち
が
野
外
活
動
を
体
験
し

ま
し
た
。

初
日
は
保
井
戸
の
バ
ス
停
か

ら
現
地
ま
で
歩
い
て
向
か
い
、
何

も
な
い
場
所
に
テ
ン
ト
を
張
り
、

か
ま
ど
作
り
や
生
活
環
境
づ
く
り

を
し
ま
し
た
。
２
日
目
の
晩
は
雨

の
た
め
地
元
の
集
会
場
へ
避
難
す

る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
あ
り
、
臨
機

応
変
を
迫
ら
れ
る
場
面
も
あ
り
ま

し
た
。

普
段
の
生
活
と
違
い
電
気
や

ガ
ス
が
な
い
中
、
竹
を
切
っ
て
自

分
の
食
器
を
作
り
、
火
を
起
こ
し

て
毎
度
の
食
事
を
作
っ
た
り
と
、

高
校
生
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の

指
導
の
も
と
、
仲
間
同
士
で
協
力

し
、
助
け
合
い
な
が
ら
無
事
４
日

間
の
野
外
活
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

自
然
の
中
で
の
魚
つ
か
み
や

全
員
で
輪
を
作
っ
た
キ
ャ
ン
プ
フ

ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
と
一
緒
に
過
ご
し
た
４
日
間

は
、
す
ば
ら
し
い
思
い
出
と
し
て

子
ど
も
た
ち
の
心
に
残
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

イ
ン
リ
ー
ダ
ー
キ
ャ
ン
プ

　

７
月
28
〜
29
日
、
萩
原
イ
ン

リ
ー
ダ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
山
之
口

教
育
キ
ャ
ン
プ
場
で
開
催
し
、
萩

原
地
域
の
小
学
校
高
学
年
と
中
学

生
約
60
人
が
参
加
し
て
、
楽
し
い

キ
ャ
ン
プ
を
体
験
し
ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
30
年
以

上
の
歴
史
を
も
つ
萩
原
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
高
校
生
が

中
心
と
な
っ
て
、
企
画
・
運
営
を

行
う
も
の
で
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ

ー
は
、
１
カ
月
以
上
前
か
ら
夜
間

や
休
日
を
利
用
し
て
キ
ャ
ン
プ
の

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
は
開
村
式
に
始
ま

り
、
テ
ン
ト
の
張
り
方
、
飯
ご
う

炊す

い

は

ん飯
に
よ
る
食
事
の
準
備
、
か
ま

ど
の
使
い
方
な
ど
を
ジ
ュ
ニ
ア
リ

ー
ダ
ー
に
指
導
し
て
も
ら
い
な
が

ら
、
キ
ャ
ン
プ
の
仕
方
を
勉
強
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
夕
食
の
食
材
が
か
か
っ

た
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
友
達
の
輪

を
広
げ
る
た
め
の
ク
ラ
フ
ト
や
レ

ク
ダ
ン
ス
、
夜
は
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ

イ
ヤ
ー
で
、
い
く
つ
も
の
ゲ
ー
ム

に
盛
り
上
が
り
、
楽
し
く
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

も
、
自
分
も
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

の
よ
う
な
活
動
が
し
た
い
と
い
う

参
加
者
が
７
割
に
達
し
、
企
画
し

た
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
メ
ン
バ

ー
を
喜
ば
せ
て
い
ま
し
た
。

竹を切って食器づくり

ジュニアリーダーによるテント張りの指導

熱戦が繰り広げられました

リニューアルされた公園の遊具
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小
坂
地
域
保
育
園
紹
介

　

小
坂
地
域
に
は
、
小
坂
・
湯
屋

保
育
園
の
２
園
が
あ
り
、
子
ど
も

た
ち
は
、
小
規
模
な
ら
で
は
の
家

庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
、
異
年
齢

児
と
か
か
わ
り
な
が
ら
、
さ
ま
ざ

ま
な
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

年
長
児
を
中
心
に
畑
の
野
菜
作

り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
や
ス
イ
カ
な
ど
、
自
分
た

ち
で
水
や
り
や
草
取
り
な
ど
の
世

話
を
し
て
い
ま
す
。
収
穫
し
た
野

菜
の
味
は
格
別
で
、
園
児
た
ち
は

そ
れ
を
食
べ
る
の
を
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

　

２
つ
の

保
育
園
同

士
の
交
流

会
や
、
月

に
一
度
の

朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

「
糸
で
ん

わ
の
会
」

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
も
行
っ
て
い
ま
す
。
絵
本

は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
の
母
乳
で

す
。
絵
本
を
通
し
て
の
ふ
れ
あ
い

を
大
切
に
し
、
心
豊
か
に
育
っ
て

欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

年
に
数
回
お
年
寄
り
を
招
き
、
昔

の
遊
び
を
教
え
て
い
た
だ
い
た

り
、
一
緒
に
お
菓
子
作
り
な
ど
を

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
お
年
寄
り

か
ら
は
知
恵
を
学
び
、
子
ど
も
た

ち
か
ら
は
、
お
年
寄
り
に
活
力
を

与
え
る
と
好
評
で
す
。

　

ま
た
、
小
坂
の
昔
話
に
登
場
す

る
場
所
を
訪
ね
て
見
る
こ
と
も
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
経
験
が
将
来
、
子
ど
も
た
ち
が

大
人
に
な
っ
た
時
に
、
故
郷
を
愛

す
る
気
持
ち
や
心
の
よ
り
ど
こ
ろ

と
し
て
残
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

教育委員会だより

小坂保育園の絵本の読み聞かせ

待
ち
に
待
っ
た
「
夕
涼
み
会
」

　

７
月
に
は
、
各
保
育
園
で
保
護

者
会
主
催
に
よ
る
「
夕
涼
み
会
」

が
行
わ
れ
、
園
庭
は
、
こ
の
日
が

来
る
の
を
待
ち
わ
び
て
い
た
子
ど

も
た
ち
の
笑
い
声
や
笑
顔
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。

か
わ
い
ら
し
い
浴
衣
や
甚じ

ん
べ
い平

に

身
を
包
ん
だ
園
児
た
ち
は
、
保
護

者
の
方
と
一
緒
に
手
を
つ
な
ぎ
、

焼
き
そ
ば
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な

ど
を
食
べ
た
り
、
お
菓
子
の
つ
か

み
取
り
や
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
を

楽
し
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
盆
踊
り
を
し
、
夕
涼

み
会
の
終
わ
り
を
告
げ
る
花
火
を

見
ま
し
た
。
き
っ
と
こ
の
夏
一
番

の
思
い
出
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
。

い
っ
ぱ
い
楽
し
ん
だ
よ
〜

　　

８
月
６
日
に
小
坂
保
育
園
で

「
お
た
の
し
み
会
」
が
行
わ
れ
、

年
少
か
ら
年
長
の
園
児
全
員
を
６

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
一
日
を

一
緒
に
過
ご
し
ま
し
た
。

　

ス
イ
カ
割
り
や
ボ
ー
ル
運
び

ゲ
ー
ム
、
く
じ
引
き
、
お
化
け
屋

敷
遊
び
な
ど
を
通
し
て
、
年
齢
の

違
う
園
児
同
士
、
助
け
合
い
な
が

ら
、
い
つ
も
と
は
少
し
違
う
雰
囲

気
で
、
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
の
顔
が
、
い
つ
に
も

増
し
て
と
て
も
生
き
生
き
し
て
見

え
ま
し
た
。

ド
キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
夜
保
育
！

　

７
月
30
日
に
金
山
保
育
園
で
、

年
長
児
22
人
が
参
加
し
て
夜
保
育

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夕
や
み
が
迫
る
こ
ろ
再
登
園
し

た
子
ど
も
た
ち
は
、
ス
イ
カ
割
り

や
宝
探
し
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
、
肝
だ
め
し
な
ど
を
し
て
楽
し

み
ま
し
た
。

　

炎
が
上
が
る
と
感
動
の
拍
手
が

起
き
た
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、

大
き
な
声
で
友
達
を
応
援
し
た
ス

イ
カ
割
り
、
怖
く
て
泣
き
出
す
子

も
い
た
ド
キ
ド
キ
の
肝
だ
め
し
。

と
て
も
に
ぎ
や
か
な
一
夜
と
な
り

ま
し
た
。

　

自
分
た
ち
が
計
画
し
た
夜
保
育

を
満
喫
し
、
親
元
へ
帰
っ
て
行
く

子
ど
も
た
ち
の
表
情
は
、
笑
顔
い

っ
ぱ
い
で
と
て
も
満
足
そ
う
で
し

た
。

小坂・湯屋保育園の交流会

わかば保育園の夕涼み会

金山保育園の夜保育「キャンプファイヤー」

小坂保育園のおたのしみ会「スイカ割り」

菅田保育園の夕涼み会
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図書コーナー

「きょうの読書は、あすへの希望」

図書館に対するお問い合わせ・要望などは、下呂市教育委員会生涯学習課（52-2900）までお願いします。

市内の図書館を紹介します！

第４回

　小坂図書室
　小坂図書室

は、小坂山村

開発センター

２階の一角に

あり、買い物

帰りやバスの

待ち時間に立

ち寄る方、絵

本を楽しむ親子など、静かで落ち着いた時間

が流れています。

　係員は常駐していませんが、利用者の良識

に基づいて運営されています。

　各小中学校の図書室も開放され、一般の方

も本の貸し出しができますので、ぜひご利用

ください。

　その他サービスとして、

　　　①読みたい本の予約・購入

　　　②インターネット接続

　　　③県図書館の図書の貸し出し

　　　　　　　　　　　　などがあります。

　

三億を護れ！ 新堂冬樹 ㋩㋘

いま、会いにゆきます 市川拓司　㋩㋔㋘

誘拐の季節 西村京太郎 ㋘

DeepLove １～５ Y ｏｓｈｉ ㋘

小説・渋沢栄一（上・下） 津本陽　　㋩㋘㋕

亡き母や　 阿川弘之 ㋩㋘

クレタ、神々の山へ 真保祐一 ㋘ 

降臨の群れ 船戸与一 ㋘　

孤独か、それに等しいもの 大崎善生 ㋘

美しき日々（上・下） ユン・ソンヒ ㋩㋔

ａｎｅｇｏ  林真理子　㋩㋘㋕

博士の愛した数式 小川洋子㋩㋘㋕㋮

恋文　 荒木とよひさ・俵万智 ㋩㋮

オールイン　運命の愛（上・下） ノ・スンイル ㋩㋔

夜は満ちる　　 小池真理子 ㋩㋔

らくご小僧 立川志らく ㋩ 

グッドラック アレックス・ロビラ ㋩ 

ダ・ヴィンチ・コード ダン・ブラウン ㋩㋘ 

ＩＣＯ（イコ）霧の城 宮部みゆき ㋩

桜花（さくら）を見た 宇江佐真理 ㋩

統治崩壊 江上剛 ㋩ 

ホテリアー（上・下）　カン・ウンギョン ㋩㋔ 

邂逅（かいこう）の森 熊谷達也 ㋩㋕ 

名もなき勇者たちへ 落合信彦 ㋩ 

長崎乱楽坂（らんらくざか） 吉田修一 ㋩

小生物語 乙一（おついち） ㋩ 

ぐるぐるまわるすべり台 中村航（こう） ㋩ 

ミサコ、三十八歳 群（むれ）ようこ ㋩ 

High and dry（はつ恋） よしもとばなな ㋩ 

夏の香り（上・下） チェ・ホヨン ㋩㋔ 

60 歳からの防犯手帳 中西崇 ㋩

日本史が人物 12人でわかる本 爆笑問題 ㋩

真っ赤なウソ 養老孟司 ㋩

自省録 中曽根康弘 ㋩

絶望論 清田友則 ㋘

城山三郎の昭和 佐高信（さたか・まこと） ㋕

千年のたから 中日新聞編 ㋕

さよなら、おっぱい　子ども、ぴかッと光る 中村孝 ㋕

古くて豊かなイギリスの家　便利で貧しい日本の家 井形慶子 ㋩㋕

よく生きるとは、よく動くこと 石井みどり ㋕

子どもを叱らずにすむ方法おしえます スティーブ・ヒダルフ ㋩

それでも私は戦争に反対します 日本ペンクラブ編 ㋔

３歩あるくとすべて忘れてしまうあなたへ ゲイリー・スモール ㋮

あまがえるりょこうしゃ 松岡たつひで ㋕

ゲド戦記外伝 ル・グウィン ㋘

エドウィナからの手紙 Ｓ・ボナーズ ㋘

正伝・野口英世 北篤 ㋘

人間になりたがった猫 Ｒ・アリグザンダー ㋘

青いイルカの島 Ｓ・オデル ㋘

オレンジガール Ｙ・ゴルデル ㋩㋘

星の牧場 庄野英二 ㋮

ちびねこグルのぼうけん Ａ・ピートリ ㋩㋘

しゃっくり百万べん 矢玉四郎 ㋘

ソラマメばあさんをおいかけろ たかどのほうこ ㋘

ライオンのへんないちにち あべ弘士 ㋕

ライオンのながいいちにち あべ弘士 ㋕

ライオンのよいいちにち あべ弘士 ㋘㋕

おじさんのかさ 佐野洋子 ㋘㋮

かいけつゾロリとまほうのへや 原ゆたか ㋔

はぎわら図書館
　　52-4800
※昼休みも開館して
います。
 《休館日》
　６、13、19、20、
　　23、27
   《絵本の読み聞かせ》

　11日　午後２時

金山図書室
　　32-2449

  《休館日》
４、５、11、  12、18
  19、20、23、25、26

馬瀬図書室
　　47-2111

 《休館日》
４、５、11、  12、18
  19、20、23、25、26

 小坂図書室
　　62-3366

  《休館日》
　４、18、19、

　　20、23

☆小説・エッセイ☆

☆絵本・児童書☆

このコーナーでは、各図書室・

図書館をご案内するほか、新刊・

新着図書などを毎月紹介します。

下呂市図書室
　　25-2489
 《休館日》
　６、 13、19、20、27          
  

   《絵本の読み聞かせ》

　25日  午後１時30分

９月の休館日と催し

小坂図書室・今月の注目本！

『心の介助犬　天ちゃん』
　　　　　　　林　優子
　
　重い「てんかん」という
病気と闘っているキヨくん
とその家族。
　時には友達、時には保護
者のようにキヨくんに寄り
添う介助犬「天ちゃん」と
家族の暮らしを書いた実話
です。

☆ノンフィクション・実用書・その他☆

蔵書紹介 <所有図書館・図書室の表示>
㋩･･･はぎわら　㋔･･･小坂  

㋘･･･下呂  ㋕･･･金山　㋮･･･馬瀬（1962 年・読書週間標語）
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警察・消防

●
「
オ
レ
オ
レ
」
詐
欺
に
注
意

〜
被
害
急
増
・
新
手
口
も
発
生
〜

　

「
オ
レ
オ
レ
」
詐
欺
と
は
、
子
ど
も

や
孫
、
親
せ
き
な
ど
の
身
内
を
装
っ

て
、
金
銭
を
振
り
込
ま
せ
る
「
詐
欺
」

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

《
手
口
》　

◇
交
通
事
故
を
装
っ
た
事
例

（
示
談
金
・
見
舞
金
）

　

ば
あ
ち
ゃ
ん
、
オ
レ
だ
よ
、
オ
レ
！

交
通
事
故
起
こ
し
ち
ゃ
っ
て
、
す
ぐ

に
示
談
金
が
い
る
ん
だ
よ
。
銀
行
が

閉
ま
る
前
に
50
万
円
振
り
込
ん
で
よ
。

誰
に
も
言
わ
な
い
で
く
れ
よ
。

※
高
校
の
卒
業
名
簿
な
ど
を
利
用
し

て
、
事
前
に
孫
の
名
前
を
名
乗
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

◇
金
融
業
者
を
装
っ
た
事
例

（
借
金
返
済
）

　

あ
な
た
の
夫
に
50
万
円
貸
し
た
が
、

返
さ
な
い
の
で
１
０
０
万
円
に
な
っ

た
。
今
日
中
に
支
払
わ
な
い
と
、
あ

な
た
の
夫
を
返
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

※
金
融
会
社
か
ら
入
手
し
た
債
務
者

名
簿
な
ど
を
利
用
し
て
、
電
話
し

て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◇
警
察
官
を
装
っ
た
事
例

（
示
談
金
・
保
釈
金
）

　

○
○
警
察
署
交
通
課
の
○
○
で
す

が
、
あ
な
た
の
夫
が
交
通
事
故
を
起

こ
し
ま
し
た
。
警
察
で
身
柄
を
拘
束

し
て
い
ま
す
。
相
手
方
は
示
談
を
申

し
込
ん
で
い
ま
す
。
示
談
金
は
50
万

円
で
す
が
、
ど
う
し
ま
す
か
？　

示

談
し
な
い
と
刑
務
所
に
行
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
あ
な
た
の
夫
は
気
が
動

転
し
て
（
け
が
人
に
付
き
添
っ
て
病

院
に
行
っ
て
）
み
え
て
、
今
電
話
に

出
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

※
同
じ
内
容
で
弁
護
士
や
医
師
を
装

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◇
そ
の
他
の
事
例

①
彼
女
が
妊
娠
し
ち
ゃ
っ
た
。
中
絶

費
用
の
20
万
円
送
っ
て
よ
。

②
保
証
人
に
な
っ
た
友
達
が
逃
げ
た
。

今
日
中
に
支
払
わ
な
い
と
大
変
な
こ

と
に
な
る
。
１
０
０
万
円
送
っ
て
よ
。

《
被
害
に
あ
わ
な
い
方
法
》

◇
電
話
を
受
け
た
方

①
ま
ず
最
初
に
相
手
に
名
前
を
名
乗

ら
せ
ま
し
ょ
う
。「
オ
レ
だ
よ
、
オ

レ
」
↓
「
ど
な
た
で
し
ょ
う
か
？
」

②
電
話
を
受
け
た
ら
必
ず
事
実
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
家
族
・
兄
弟
・

知
人
や
警
察
な
ど
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。

◇
ご
家
族
の
方

①
家
族
で
「
オ
レ
オ
レ
」
詐
欺
を
話

題
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
家
族
な
ど
で
緊
急
時
の
連
絡
先
や

対
応
要
領
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

●
９
月
９
日
は
救
急
の
日

　

「
救
急
の
日
」
は
、
救
急
業
務
お
よ

び
救
急
医
療
に
対
し
て
、
住
民
の
方
々

の
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
救
急
医
療
関
係
者
の
意
識
の

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
昭
和
57
年

に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
以
来
、
毎
年
９

月
９
日
を
「
救
急
の
日
」
と
し
、
こ
の

日
を
含
む
１
週
間
を
「
救
急
医
療
週
間
」

（
本
年
は
９
月
６
日
〜
12
日
）
と
し
て
、

全
国
各
地
に
お
い
て
応
急
手
当
の
講
習

会
を
中
心
と
し
た
救
急
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
昨
年
の
下
呂
市
の
出
動
概
況

　

下
呂
市
消
防
本
部
の
平
成
15
年
中
の

救
急
車
の
出
動
は
、
前
年
よ
り
64
回
多

い
１
２
４
９
回
で
、
１
２
７
０
人
の
方

が
病
院
な
ど
へ
搬
送
さ
れ
ま
し
た
。

　

住
所
の
内
訳
は
表
１
の
と
お
り
で
、

市
外
の
方
が
３
８
１
人
と
30
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
事
故
な
ど
の
内
訳
は
表
２

の
と
お
り
で

す
。
急
病
が

７
０
５
回
で

56
％
と
な
っ

て
お
り
、
交

通
事
故
、
け

が
な
ど
の
一

般
負
傷
に
よ

る
出
動
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
岐
阜
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

が
15
年
度
中
に
下
呂
市
内
（
旧
益
田
郡
）

に
出
動
し
た
回

数
は
、
救
助
に

１
回
・
救
急
搬

送
に
10
回
で
、

岐
阜
方
面
の
病

院
に
搬
送
し
ま

し
た
。

●「救命連鎖」で尊い命を救いましょう

　下呂市消防本部では、３時間の普通救命講習を
随時実施しています。今までに５, ４３３人の方
に修了証を交付しました。心肺蘇生（そせい）法
や止血、のどに物が詰まった時などの応急処置を
講習します。誘い合ってご参加ください。

萩 原 地 域 ２５４

小 坂 地 域 ９６

下 呂 地 域 ３２７

金 山 地 域 １６５

馬 瀬 地 域 ４７

管 外 ３８１

計 １２７０

表１：患者の住所（人）

急 病 ７０５

交 通 事 故 １９６

一 般 負 傷 １６６

転 院 搬 送 １１５

そ の 他 ６７

計 １２４９

表２：救急の内容（回）


早い通報

早い応急手当

早い救急処置

早い医療処置
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おすすめイベント＆スポット

●
Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
全
通
70
年

　

記
念
行
事

　

本
年
10
月
25
日
に
、
Ｊ
Ｒ
高
山

本
線
が
全
通
70
年
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
連
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

①
下
呂
温
泉
花
火
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

特
別
公
演
開
催

◆
期
日　

10
月
25
日
（
月
）

◆
場
所　

下
呂
大
橋
上
流

【
荒
天
・
河
川
増
水
時
は
翌
日
延
期
】

　

恒
例
の
花
火
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を

全
通
70
年
を
祝
し
て
、
午
後
8
時

か
ら
約
20
分
間
打
ち
上
げ
ま
す
。

②
Ｊ
Ｒ
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

さ
わ
や
か
な
風
を
感
じ
な
が

ら
、
心
地
よ
い
汗
を
か
き
ま
せ
ん

か
？　

特
別
割
引
券
な
ど
の
特
典

も
あ
り
ま
す
。
参
加
は
無
料
、
予

約
は
不
要
で
す
。
駐
車
場
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
Ｊ
Ｒ
な
ど
の
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

受
付
は
、
開
催
す
る
各
駅
の
前

で
行
い
ま
す
。

【
Ｊ
Ｒ
下
呂
駅
】

◆
日
時　

９
月
11
日
（
土
）・
12

日
（
日
）
午
前
９
時
ご
ろ
か
ら

随
時
ス
タ
ー
ト

◆
コ
ー
ス　

下
呂
温
泉
街
約
８
㎞

（
両
日
と
も
同
じ
コ
ー
ス
で
す
）

【
Ｊ
Ｒ
禅
昌
寺
駅
】

◆
日
時　

10
月
17
日
（
日
）
午
前

９
時
ご
ろ
か
ら
随
時
ス
タ
ー
ト

◆
コ
ー
ス　

Ｊ
Ｒ
禅
昌
寺
駅
か
ら

Ｊ
Ｒ
飛
騨
萩
原
駅
ま
で
の
歴
史

散
策
コ
ー
ス
約
12
㎞

【
Ｊ
Ｒ
飛
騨
小
坂
駅
】

◆
日
時　

11
月
６
日
（
土
）
午
前

９
時
ご
ろ
か
ら
随
時
ス
タ
ー
ト

◆
コ
ー
ス　

Ｊ
Ｒ
飛
騨
小
坂
駅
か

ら
「
ひ
め
し
ゃ
が
の
湯
」
ま
で

の
約
８
㎞

※
ひ
め
し
ゃ
が
の
湯
か
ら
Ｊ
Ｒ
飛

騨
小
坂
駅
ま
で
は
バ
ス
で
送
迎

【
Ｊ
Ｒ
飛
騨
金
山
駅
】

◆
日
時　

11
月
20
日
（
土
）

◆
コ
ー
ス　

も
み
じ
寺
・
明
治
谷

林
道
で
の
森
林
浴
を
満
喫
す
る
約

11
㎞

③
記
念
フ
ラ
ッ
グ
掲
出　
　
　
　

　

下
呂
駅
か
ら
合
掌
村
間
の
街
路

灯
に
、
全
通
70
年
の
記
念
フ
ラ
ッ

グ
を
掲
出
。

④
寄
せ
植
え
華
道
作
品
展
示　
　

　

春
と
秋
の
年
２
回
開
催
さ
れ
る

「
寄
せ
植
え
華
道
講
習
会
」
で
の

作
品
を
、
Ｊ
Ｒ
高
山
線
の
下
呂
市

内
に
あ
る
８
駅
の
構
内
に
展
示
し

ま
す
。（
現
在
は
、
７
月
４
日
に

開
催
さ
れ
た
「
寄
せ
植
え
華
道
講

習
会
」
の
作
品
を
展
示
中
）

⑤
ワ
イ
ド
ビ
ュ
ー
ひ
だ
車
内
サ
ー
ビ
ス

◆
期
日　

10
月
25
日
（
月
）

　

下
呂
温
泉
の
華
『
芸
妓
さ
ん
』

が
、
ワ
イ
ド
ビ
ュ
ー
ひ
だ
に
乗
車

し
、
記
念
品
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い

ま
す
。

⑥
歓
迎
「
龍
神
太
鼓
」

◆
日
時　

10
月
25
日
（
月
）

午
後
３
時
30
分
ご
ろ
〜

午
後
４
時
30
分
ご
ろ
〜

　

ワ
イ
ド
ビ
ュ
ー
ひ
だ
の
到
着
に

合
せ
て
、
Ｊ
Ｒ
下
呂
駅
構
内
で
地

元
太
鼓
の
演
奏
を
披
露
し
ま
す
。

●
「
美び

た

み

ん

多
民
寄よ

せ席
」
で
笑
っ

て
健
康
！

　

笑
い
は
健
康
の
源
、
プ
ロ
の
落

語
を
聞
い
て
、
お
も
い
っ
き
り
笑

い
ま
し
ょ
う
！

◆
出
演　

桂　

歌
春

　
　
　
　

山
遊
亭　

金
太
郎

◆
日
時　

９
月
22
日
（
水
） 

　
　

昼
の
部
…
午
後
２
時
開
演

　
　

夜
の
部
…
午
後
７
時
開
演     

◆
場
所　

ゆ
っ
た
り
館　

和
室　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
全
席
自
由
）

◆
入
場
料　

１
５
０
０
円

※
チ
ケ
ッ
ト
に
は
入
浴
券
（
ゆ
っ
た

り
館
ま
た
は
道
の
温
泉
駅
か
れ
ん
）

と
ド
リ
ン
ク
が
付
い
て
い
ま
す
。

※
当
日
は
、か
れ
ん
の
み
入
浴
可
。

　

（
当
日
入
浴
さ
れ
な
か
っ
た
方
は
、

10
月
末
ま
で
ゆ
っ
た
り
館
ま
た

は
、
か
れ
ん
で
入
浴
で
き
ま
す
）

※
未
就
学
児
童
の
入
場
は
お
断
り

し
ま
す
。

◆
チ
ケ
ッ
ト
販
売
先

【
萩
原
地
域
】健
康
課（
星
雲
会
館
）

【
小
坂
地
域
】
小
坂
健
康
福
祉
課

（
小
坂
保
健
セ
ン
タ
ー
）

【
下
呂
地
域
】
下
呂
健
康
福
祉
課

（
下
呂
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

【
金
山
地
域
】
金
山
健
康
福
祉
課

（
金
山
保
健
セ
ン
タ
ー
）、ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
、
ゆ
っ
た
り
館
、

金
山
振
興
事
務
所
市
民
生
活
課

【
馬
瀬
地
域
】
馬
瀬
健
康
福
祉
課

（
馬
瀬
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
館

（
金
山
保
健
セ
ン
タ
ー
・

32

‐
４
５
０
０
）

●
水
で
イ
キ
イ
キ
健
康
人
生

　

効
果
抜
群
！
水
中
運
動
パ
ワ
ー

　

水
中
運
動
は
、
老
若
男
女
は
も

ち
ろ
ん
、
多
少
の
疾
病
、
障
害
を

問
わ
ず
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。
健

康
で
楽
し
く
過
ご
し
た
い
・
今
よ

り
美
し
く
な
り
た
い
方
な
ど
に
耳

よ
り
な
情
報
が
簡
単
に
面
白
く
分

か
る
お
話
で
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
期
日　

10
月
４
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

◆
場
所　

金
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
講
師　

小
林
通
先
生
（
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
研
究
所
所
長
、
㈲
ス

ポ
ー
ツ
・
ザ
・
デ
ィ
ア
代
表
取

締
役
、
健
康
運
動
指
導
士
）

◆
参
加
費　

無
料

※
当
日
ご
来
場
の
方
に
は
、
プ
ー

ル
利
用
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

下
呂
市
金

山
振
興
事
務
所
健
康
福
祉
課
（


32
‐
４
５
０
０
）
ま
た
は
、
金

山
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
（


32
‐
３
３
０
０
）

記念フラッグ

写真：昨年の下呂温泉花火
ミュージカル冬公演
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おすすめイベント＆スポット

　

エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や
英
国
の
ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
な
ど
、
古

代
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
世
界
遺
産
に
世
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

金
山
地
域
の
「
岩い

わ
や
い
わ
か
げ
い
せ
き

屋
岩
蔭
遺
跡
」
周
辺
に
巨
石
群
が
あ
り
、ス
ト
ー

ン
ヘ
ン
ジ
の
よ
う
な
夏
至
と
冬
至
を
知
る
た
め
の
天
文
台
ま
た
は
日

時
計
だ
っ
た
の
で
は
、と
す
る
説
が
数
年
前
か
ら
浮
上
し
、天
文
フ
ァ

ン
や
古
代
文
化
を
学
ぶ
関
係
者
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
古
代
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

古
代
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る

　

ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
は
、
今
か
ら

約
５
０
０
０
年
前
に
建
築
が
始
ま

り
、
お
よ
そ
１
５
０
０
年
を
か
け

て
完
成
し
た
石
の
サ
ー
ク
ル
を
持

つ
遺
跡
で
す
。
石
の
一
つ
が
数
十

㌧
、
サ
ー
ク
ル
の
周
囲
に
置
か
れ

た
石
は
、
太
陽
と
月
の
運
行
を
計

算
し
て
配
置
さ
れ
、
建
設
者
の
高

い
天
文
学
知
識
と
、
膨
大
な
労
力

と
時
間
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  

下
呂
市
金
山
町
の
岩
屋
ダ
ム
か

ら
下
流
へ
約
３
０
０
㍍
の
道
沿
い

に
、県
史
跡
の
「
岩
屋
岩
蔭
遺
跡
」

が
あ
り
ま
す
。
同
遺
跡
は
ダ
ム
建

設
と
と
も
に
発
掘
調
査
が
進
め
ら

れ
、
周
辺
か
ら
土
器
や
鏃

や
じ
り

な
ど
が

多
数
見
つ
か
っ
た
縄
文
時
代
の
遺

跡
で
す
。

　

旧
金
山
町
で
は
、
真し

ん
そ
う相
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
「
金
山
巨
石
群
調

査
資
料
室
」
を
設
置
。
同
資
料
室

は
、
98
年
６
月
か
ら
斉
藤
国
治
東

京
大
学
元
教
授
（
古
天
文
学
）
の

指
導
を
受
け
、
遺
跡
に
広
が
る

巨
石
の
配
列
や
構
造
を
調
査
。
こ

れ
ま
で
に
３
カ
所
の
巨
石
群
で
太

陽
の
方
位
と
高
度
を
と
ら
え
る
配

列
、
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
洞
穴

内
の
「
測
定
石
」
の
先
端
に
当
た

る
ス
ポ
ッ
ト
光
に
よ
っ
て
、
１
年

３
６
５
日
を
読
み
取
れ
る
性
格
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
突
き
止
め
て

い
ま
す
。
ま
た
、
４
年
に
一
度
の

閏
う
る
う
ど
し年

を
知
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

そ
の
後
も
調
査
は
続
け
ら
れ
、

遺
跡
の
東
側
に
約
40
㍍
離
れ
た
巨

石
群
（
高
さ
７
㍍
と
高
さ
５
㍍
の

巨
石
が
折
り
重
な
る
）
に
人
工
的

に
刻
さ
れ
た
線
刻
と
だ
円

4

4

（
く
ぼ

み
）
が
あ
る
こ
と
が
判
明
。
だ
円

は
、
長
さ
約
20
㌢
、
幅
７
㌢(

ａ)

で
夏
至
の
前
後
の
太
陽
光
が
洞
穴

内
に
差
し
込
み
、
地
面
に
映
る
太

陽
光
の
形(

ｂ)

が
、
く
ぼ
み
と

同
様
の
だ
円
の
形
状
を
示
す
こ
と

が
わ
か
り
、
か
つ
て
こ
の
場
所
で

夏
至
の
こ
ろ
を
基
準
と
し
た
太
陽

観
測
を
行
っ
て
い
た
人
々
の
共
通

認
識
と
し
て
刻
さ
れ
た
記
号
表
現

で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
７
月
下

旬
、
同
調
査
室
の
小
林
由よ

し

き來
代
表

に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
の
構
造
や
エ

ジ
プ
ト
の
古
代
太
陽
暦
で
も
、
夏

至
を
基
準
と
し
た
太
陽
観
測
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
は
共
通
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
発
表
に
先
立
ち
今
年
４
月

に
は
、
日
本
の
日
時
計
研
究
の
第

一
人
者
、
後
藤
晶
男
日
本
日
時
計

の
会
会
長
が
「
金
山
巨
石
群
は
日

本
の
日
時
計
の
原
点
」
と
し
て
、

英
国
・
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
開

か
れ
た
世
界
日
時
計
学
会
総
会
で

発
表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
来
年

３
月
の
暦
学
会
で
も
こ
れ
ら
の
成

果
が
発
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

巨
石
群
は
、
何
の
目
的
で
、
ど

の
よ
う
に
で
き
た
の
か
、
謎
の
ま

ま
で
す
が
、
巨
石
群
の
あ
る
場
所

は
、
涼
し
げ
な
森
の
中
で
小
川
の

せ
せ
ら
ぎ
が
心
地
よ
い
癒い

や

さ
れ
る

空
間
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

金
山
振
興
事
務
所
農
林
課

　
　
　

（

32
‐
２
２
０
１
）

　

金
山
巨
石
群
調
査
資
料
室

　
　
　

（

34
‐
０
０
７
３
）

イギリスウィルトシャーのソールズベリー
平原にそびえ立つ世界遺産ストーンヘンジ

すきまから差し込む夏至のスポット光の形と
酷似する巨石に掘られたくぼみと線刻　
写真：くぼみを指す調査室小林代表

　バザー、ビンゴ大会、健康づくり、
コンサートなど多彩な企画で子ども
から大人まで楽します。

◆日時：10 月３日（日）午前 10 時～

◆場所：ウエルネス～ぬく森の里～
　　　( ゆったり館周辺）
※「イコスタ DEかなやま」、「健康まつり」、

　「ミュージックジャンボリー」の合同開催

　です。

◆お問い合わせ先
　　　　金山振興事務所（32-2203）

秋のスペシャルイベント
　　　　　　in かなやま
秋のスペシャルイベント
　　　　　　in かなやま

（ａ）（ｂ）
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　８月１日、馬瀬地域一斉美化の日として馬瀬全域
で、住民によるゴミ拾いや草刈りなどの清掃作業が
行われました。作業は各地区ごとで行われ、子ども
から大人までが馬瀬をきれいにと早朝から作業を行
いました。
惣島地区では施設の周辺や道路沿いの草刈り、ゴ

ミ拾い、地区の花壇の手入れなどが行われました。
道沿いはゴミなどが奥のほうに投げ捨てられている

ため、住民らは草木をか
き分けて捨てられた空き
缶や空き瓶、ゴミを拾い
ました。
　馬瀬地域では毎年こう
した住民による美化作業
が行われています。ゴミ袋を持って清掃活動

アームレスリングで全国３位

　栃木県宇都宮市で７月 25 日に行われた「第３回オ
ールジャパンアームレスリング選手権大会」のＡ－
２男子レフトハンド 65 ㎏級で、上田実さん（小坂町
大島・42 歳）が３位入賞しました。
　８月２日には
下呂市役所市長
室を訪れ、山田
市長に入賞の喜
びを報告し、上
田さんが持参し
たリングで、実
際に市長とアー
ムレスリングを
しました。

「水芭蕉橋の銘板」お披露目

市長とアームレスリングをする上田さん（左）

馬瀬地域で一斉清掃

ふるさとの自然を再発見

　夏休み期間中に、飛騨地域下呂農山村整備事務所
の主催で「田んぼの生きもの調べ in 湯屋」と「ふ
るさと魅力再発見バスツアー」が開催されました。
　７月 27 日、小坂町湯屋・大洞地内の田んぼ周辺
にある農業用の用水路と排水路で田んぼの生きもの
調査が行われ、地元
の小学生や保護者ら
21 人が、網を手に
水路に入り、大はし
ゃぎで魚やカエルな
どを捕まえました。
　これは、水田まわ
りの生態系を調べ、
今後の農業水利施設
の管理と整備に役立
てようと毎年全国で
行われており、この日捕まえた魚などは、体長測定
や写真撮影などで記録を集めたあと、元の水路に放
してあげました。
　また、８月５日にはバスツアーが行われ、下呂市
在住の小学生とその保護者 36 人が、ふるさとの魅
力を再発見する旅に出かけました。
　参加者たちは、まず萩原中央用水路沿いを散策し、
南飛騨健康増進センターで自分で打ったそばに舌鼓
をうち、全国植樹祭開催予定地で森のめぐみの意義
を学んだ後、飛騨エアーパークやふるさと農道で、
農作物の流通について学びました。これは、農山村

の持つ多くの機能や
魅力の再発見を通じ
てその役割に対する
理解を図るため隔年
で行われています。
　参加者たちは、ふ
るさとの魅力を見つ
め直すことができた
と、大変好評でした。 

　８月 11 日、大野郡宮村と下呂市萩原町を結ぶ県道
宮・萩原線の位山工区完成式が、同町山之口の水芭
蕉橋で行われ、地元中学生が書いた銘板が披露され
ました。水芭蕉橋は、同橋近くにあるミズバショウ
の群生地（市天然記念物）にちなみ、県下呂建設事
務所と地元住民による「道づくり委員会」（青木脩委
員長）で名付けられました。
　また委員会では、橋の銘板を地元の萩原北中学校
の生徒に書いてもらおうと提案。青木裕野君（３年）
が「水芭蕉橋」と「無数河川」、中丸さおりさん（２
年）が「みずばしょうはし」、同橋完成年月の「平成
16 年６月」を毛筆で書きました。

地元住民らに囲まれて銘板を披露しました

　海津町福江の長良川河川敷特設コースで７月 25
日、「わんぱくトライアスロン国際大会 2004」が行
われ、岐阜、愛知、滋賀など８都府県の小学生約 80
人が体力の限界に
挑戦しました。下
呂市からは、７人
の子どもたちが参
加し、ジュニアの
部で長谷川七海さ
ん（金山町金山）
が優勝、高木直也
君（金山町金山）
が準優勝しました。

トライアスロンで好成績

出場した選手のみなさん

農山村整備事務所職員が説明しました

必死に魚などを捕まえる子どもたち

サンマゼクリエイトレス設立
　馬瀬地域では、地域の発展、農業女性の自立をめ
ざし、農業女性の団体「サンマゼクリエイトレス」
が活動していましたが、今年から農業女性が作るグ
ループ単位のネットワークとして活動を進めること
となりました。

　７月８日に各グループの代表が集まり、今までの
農業女性団体の名前を引き継ぎ、ネットワーク「サ
ンマゼクリエイトレス」として活動していくことが
話し合われ、設立されました。今後は互いのグルー
プが交流し、情報交換、協力などにより地域振興、
グループの発展をめざします。
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ほっトピックス

二人のＡＬＴが交代

御嶽登山で自然を満喫！

　７月 16 日、市内の小中学校で２年間ＡＬＴ（外国語指導助手）を務めたデニス・マイケルさん（40 歳・米
国フロリダ州出身）と、キッシンジャー・ダニエルさん（24 歳・米国フロリダ州出身）が、下呂市役所下呂
庁舎を訪れ、山田市長に帰国のあいさつをしました。
　また、８月６日には、帰国した二人にかわって新たに着任したアンソニー・ビヨンドリロさん（24 歳）と、
カトリーナ・ダトーさん（23 歳）が、下呂市役所下呂庁舎を訪れ、山田市長にあいさつをしました。
　ビヨンドリロさんは、萩原町の姉妹都市、米国フロリダ州ペ
ンサコーラ市から国際交流事業で来日。萩原北中学校、宮田小
学校に勤務し、姉妹都市交流も担当。ダトーさんは、外国青年
招致事業で、米国アイオワ州ダビューク市から来日。下呂中学
校と下呂・中原小学校に勤務します。
　山田市長は「充実した仕事をしてもらいながら、下呂市を好
きになってください」と激励。ビヨンドリロさんは「日本の文
化と言葉を学び、下呂市での生活を楽しみたい」、ダトーさんは
「下呂市には山がたくさんあってきれい。いろんな所に行ったり、
温泉に入ったりしたい」と話していました。

山田市長に帰国のあいさつをするデニス・マイケルさ

ん（右）とキッシンジャー・ダニエルさん（中央）

新任のアンソニー・ビヨンドリロさん（右）と

カトリーナ・ダトーさん（左）

一人乗りいかだ
4 4 4

に挑戦！

　下原古郷の会（代表：小島忠之さん）が８月１日、馬瀬川下流で、鍋
蓋 ( なべぶた ) と呼ばれる「一人乗りいかだ」の試乗体験を行いました。
　鍋蓋とは、江戸から大正時代にかけ、飛騨川を利用した木材運び（木
材流し ) に使われた「一人乗りいかだ」のことで、その一部（２本）が
金山町郷土館に展示されています。
　このいかだは、今年７月に同会のメンバーが、残っているいかだの一
部と当時の絵を元に製作したもので、大きさは縦 1.5 ｍ、横 1.7 ｍほど。
当日は、同会のメンバーが見守る中、下原小学校３年の中島裕太君が、
試乗に挑戦。長い竹を使い上手にいかだを操っていました。
　現在このいかだは、金山振興事務所玄関ロビーに展示されています。 上手にいかだを操る中島君

　７月 25 日、下呂市教育委員会主催による御嶽登山が実施され、９歳から 75
歳までの計 31 人の参加者が標高 2,780 ｍの御嶽飛騨側頂上を目指しました。
　参加者は午前６時 45 分に濁河登山口より登山を開始。小坂地域区の体育指
導委員やボランティア、市教育委員会職員がスタッフとなり参加者をサポート
しました。午前９時 30 分には先頭が飛騨側頂上に建つ御嶽五の池小屋に到着。
10 時 30 分には最後尾の参加者も小屋に到着し、無事参加者全員が登頂を達成
しました。
　参加者は小屋の中で昼食をとって小休止したり、あたり一面に咲いているコ
マクサなどの高山植物の姿を写真に収めたりしていました。また、小屋付近に
ライチョウの親子が姿を見せ、参加者から歓声が上がっていました。
　最高齢の参加となった福永益二さんは息子さんと２人のお孫さんとともに参
加。御嶽登山は 32 年振りと語った福永さんは、「前回は小学校一年生の娘を背
負って登ったので疲れたが、今回は背負わなくても疲れた」と言いながらも笑
顔をみせていました。

御嶽飛騨側頂上を目指す参加者
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暮らしの情報あれこれ

●
御
嶽
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
募
集

◆
期
日　

10
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
７
時
〜

◆
種
目

マ
ラ
ソ
ン
（
制
限
時
間
５
時
間
）

　
〔
小
坂
振
興
事
務
所
〜
濁
河
温
泉
〕

　

男
子
の
部　

18
歳
以
上

　

女
子
の
部　

18
歳
以
上

15
キ
ロ
コ
ー
ス
（
制
限
時
間
２
時
間
）

　
〔
小
坂
町
商
工
会
前
〜
鈴
蘭
・
濁
河
三
差
路
〕

　

満
16
歳
〜
満
39
歳
の
男
子

　

満
40
歳
〜
満
49
歳
の
男
子

　

満
50
歳
以
上
の
男
子

　

満
16
歳
以
上
の
女
子

◆
参
加
資
格　

男
子
は
18
歳
以
上
、

女
子
は
16
歳
以
上

◆
参
加
料　

１
人
３
０
０
０
円

◆
申
込
期
限　

９
月
７
日
（
火
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

下
呂

市
教
育
委
員
会
小
坂
教
育
課
（


62
‐
３
３
６
６
）

●
育
林
の
つ
ど
い
参
加
者
募
集  

◆
日
時　

10
月
16
日(

土)　

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

◆
場
所　

南
飛
騨
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー
周
辺
（
下
呂
市
萩
原
町
四
美
）

◆
内
容　

手
の
こ
ぎ
り
に
よ
る
間

伐
体
験
な
ど

◆
定
員　

１
０
０
名(

先
着
順)

◆
申
し
込
み
方
法　

９
月
17
日

（
消
印
有
効
）ま
で
に
、ハ
ガ
キ
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
・
手
の
こ
ぎ
り
の
貸

し
出
し
の
有
無
を
明
記
の
上
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

〒
５
０
０
‐
８
５
７
０（
住
所
不
要
）

　

県
庁
未
来
の
森
づ
く
り
推
進
室

　

（

０
５
８
‐
２
７
２
‐
１
１
１
１
・

　

内
線
３
０
２
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
８

　

‐
２
７
１
‐
６
５
１
６
、
Ｅ
メ
ー
ル

　

c1
1
6
7
4
@
g
o
v
t.p
ref.g
ifu
.jp

） 

●
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集  

　

花
の
都
ぎ
ふ
祭
り
〜
飛
騨
圏
域
シ

ン
ボ
ル
イ
ベ
ン
ト
〜
の
開
催
に
あ
た

り
、
花
市
華
座
（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）

の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
期
日　

10
月
30
日（
土
）・
31
日（
日
）

◆
場
所　

飛
騨
・
世
界
生
活
文
化
セ

ン
タ
ー

◆
出
店
条
件

・
販
売
を
生
業
と
し
て
い
る
方
は
不
可

・
１
人
１
区
画
（
２
ｍ
×
３
ｍ
程
度
）
限
定

・
食
品
類
の
販
売
は
不
可

・
花
関
係
の
販
売
は
特
に
歓
迎

◆
出
店
費　

無
料

◆
申
込
期
限　

９
月
30
日
（
木
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

飛
騨
地
域
農
林
商
工
事
務
所
産

　

業
労
働
課
観
光
係
（

０
５
７
７

　

‐
３
３
‐
１
１
１
１
・
内
線
２
３
３
）

●
「
廃
パ
チ
ン
コ
台
」
搬
出
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
募
集

　

下
呂
市
で
は
、
萩
原
地
域
６
カ

所
に
放
置
さ
れ
、
景
観
を
損
ね
て

い
る
『
野
積
み
廃
パ
チ
ン
コ
台
』

を
、
地
元
住
民
の
皆
さ
ん
で
組
織

さ
れ
た
搬
出
実
行
委
員
会
で
処
理

す
る
こ
と
と
し
、
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
事
業
は
、
県
地
域
環
境

美
化
活
動
協
働
事
業
交
付
金
の
指

定
を
受
け
て
実
施
す
る
も
の
で
、

県
・
市
の
補
助
金
を
基
に
、
住
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

不
法
投
棄
廃
棄
物
の
一
掃
を
図

り
、
景
観
改
善
を
進
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
事
業
に
参
加
い

た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
期
間　

９
月
〜
11
月
（
予
定
）

◆
場
所　

萩
原
地
域
内（
山
之
口
、

尾
﨑
、
上
呂
）

◆
仕
事
内
容　

野
積
み
場
所
の
重

機
で
撤
去
後
の
清
掃
、
野
積
み

場
所
で
の
草
刈
作
業
な
ど

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

事
務

局
・
下
呂
市
健
康
福
祉
環
境
部

環
境
課
（

52
‐
２
０
０
０
・
内

線
５
２
０
、５
２
１
）

●
看
護
パ
ー
ト
職
員
募
集

　

下
呂
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

看
護
パ
ー
ト
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

希
望
の
方
は
、
下
呂
支
部
事
務
局

に
あ
る
専
用
の
履
歴
書
を
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
採
用
予
定
人
員　

若
干
名

◆
資
格　

看
護
師
・
准
看
護
師
資
格
の

方
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
取
得

の
方
、
老
人
介
護
・
社
会
福
祉
業
務

に
対
し
て
意
欲
が
旺
盛
な
方

◆
年
齢　

50
歳
ま
で

◆
選
考
方
法　

面
接
の
み

◆
採
用
予
定　

平
成
16
年
10
月
か
ら

◆
申
込
期
限　

９
月
30
日
（
木
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

下
呂

市
社
会
福
祉
協
議
会
下
呂
支
部

事
務
局
（

25
‐
２
０
８
２
）

●
「
馬
瀬
村
の
要
覧
・
子
ど
も
の

遊
び
・
写
真
集
」
好
評
発
売
中

　

今
年
４
月
に
発
刊
さ
れ
ま
し
た

旧
馬
瀬
村
の
村
誌
「
馬
瀬
村
の
古

里
の
は
な
し
」
に
続
い
て
、
今
回

「
馬
瀬
村
の
要
覧
・
子
ど
も
の
遊

び
・
写
真
集
」
の
３
巻
セ
ッ
ト
が

発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
価
格
は
１
セ

ッ
ト
（
３
巻
）
２
０
０
０
円
で
す
。

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な

く
な
り
次
第
終
了
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
郵
送
希
望
の
方
は
別
途

郵
送
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
下
呂
市
馬
瀬

振
興
事
務
所
企
画
分
室
（

47
‐

２
１
１
１
）
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

●
少
ヶ
野
ト
ン
ネ
ル
防
災
訓
練

　

９
月
７
日
（
火
）
午
前
９
時
30
分

か
ら
、
少
ヶ
野
地
内
に
お
き
ま
し
て
、

「
ト
ン
ネ
ル
道
路
防
災
訓
練
」
が
行
わ

れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
三
原
地
内
の
国
道

41
号
「
釣
鐘
洞
門
」
で
発
生
し
た
火

災
事
故
を
教
訓
に
、
迅
速
な
初
動
体

制
の
確
立
や
、
関
係
機
関
と
の
ス
ム

ー
ズ
な
連
携
が
図
れ
る
よ
う
に
行
わ

れ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
訓
練
に
伴
い
、
主
要
地
方
道

下
呂
・
小
坂
線
の
一
部
区
間
（
少
ヶ
野

ト
ン
ネ
ル
南
側
入
口
か
ら
今
井
設
備

付
近
三
差
路
ま
で
）
が
交
通
規
制
さ



暮らしの情報あれこれ
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れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
規
制

時
間
は
午
前
９
時
〜
11
時
）

【
防
災
訓
練
参
加
団
体
】
下
呂
建
設

事
務
所
、
萩
原
警
察
署
、
益
田
建
設

業
協
会
、
飛
騨
地
域
振
興
局
下
呂
市

駐
在
事
務
所
、
下
呂
市
役
所
、
下
呂

市
消
防
本
部

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

下
呂
建
設
事

務
所
（

52
‐
３
１
１
１
）

●
愛
の
献
血
に
ご
協
力
を
！　

　

移
動
献
血
車
に
よ
る
巡
回
献
血
が

行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
日
時　

９
月
27
日
（
月
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

◆
場
所　

下
呂
総
合
庁
舎

　
　
　
　
（
旧
益
田
総
合
庁
舎
）　

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
福
祉
環

境
部
健
康
課
ま
た
は
萩
原
健
康
福

祉
分
室
（

52
‐
２
０
０
０
）

●
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

　

県
で
は
、
１
回
の
治
療
費
が
高

額
で
あ
る
特
定
不
妊
治
療
（
体
外

受
精
お
よ
び
顕
微
授
精
）
に
つ
い

て
、
そ
の
治
療
に
要
す
る
費
用
の

一
部
を
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
制
度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

◆
対
象
治
療　

体
外
受
精
お
よ
び

顕
微
授
精
（
県
が
指
定
し
た
医
療

機
関
で
平
成
16
年
４
月
１
日
以
降

に
開
始
し
た
治
療
に
限
り
ま
す
）

◆
対
象
者　

夫
婦
の
前
年
所
得

（
所
得
の
範
囲
お
よ
び
計
算
方

法
は
、
児
童
手
当
法
施
行
令

に
準
じ
ま
す
）
の
合
計
額
が

６
５
０
万
円
未
満
で
、
法
律
上

の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦

◆
助
成
額
・
期
間　

１
年
度
あ
た

り
10
万
円
を
限
度
に
通
算
２
年

間
ま
で

◆
受
付
窓
口　

飛
騨
地
域
保
健
所

下
呂
セ
ン
タ
ー
（
下
呂
総
合
庁

舎
内
）

※
指
定
医
療
機
関
に
つ
い
て
や
申

請
方
法
な
ど
、
お
気
軽
に
飛
騨

地
域
保
健
所
下
呂
セ
ン
タ
ー
（


52
‐
３
１
１
１
）
ま
た
は
県
庁
保

健
医
療
課
（

０
５
８
‐
２
７
２
‐

１
１
１
１
・
内
線
２
５
４
５
）
ま
で
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
県
不
妊
相
談
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
/

/w
w
w
.p
re
f.g
ifu
.jp
/s1
1
2
2
3
/

fu
n
in
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
県
民
健
康
医
学
講
座

◆
日
時   

10
月
２
日
（
土
） 

午
後

３
時
〜
４
時
30
分《
開
場
２
時
》

◆
場
所  

下
呂
観
光
会
館
・
大
会

議
室
（
下
呂
市
森
２
２
７
０
）

◆
テ
ー
マ　

伝
統
的
な
心
と
体
の

癒
し
方
〜
は
り
灸
・
漢
方
薬
の

魅
力
と
ツ
ボ
の
お
話
〜

◆
講
師   

山
岡　

傳で

ん

い

ち

ろ

う

一
郎
先
生

（
愛
媛
県
立
中
央
病
院
東
洋
医

学
研
究
所
内
科
部
長
）

◆
申
し
込
み
方
法　

参
加
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、
事
前
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

岐
阜

県
健
康
医
療
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
下
呂
市
幸
田
、

25
‐
２
８
２
０
・

内
線
７
０
２
１
、

25
‐
５
２
１
５
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
25
‐
５
９
２
２
）

●
一
般
健
康
相
談
休
止
の
お
知
ら
せ

　

飛
騨
地
域
保
健
所
下
呂
セ
ン
タ

ー
（
萩
原
町
羽
根
・
下
呂
総
合
庁

舎
内
）
が
、
こ
れ
ま
で
第
１
・
３

水
曜
日
に
実
施
し
て
い
ま
し
た
一

般
健
康
相
談
（
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
は
、

10
月
か
ら
休
止
と
な
り
ま
す
。

　

健
康
診
断
書
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
一
般
の
医
療
機
関
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
健
師
に
よ
る
健
康
相

談
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

飛
騨
地
域

保
健
所
下
呂
セ
ン
タ
ー
（

52
‐

３
１
１
１
）

●
高
山
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成
17
年
に
新
規
に
消
費
税
の
課

税
事
業
者
と
な
る
個
人
事
業
者
を
対

象
に
、
消
費
税
制
度
の
概
要
、
消
費

税
の
届
出
に
関
す
る
手
続
き
や
記
帳

に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時   

９
月
７
日
（
火
）

　
　
　
　
　

①
午
前
10
時
〜
正
午

　
　
　
　
　

②
午
後
１
時
〜
３
時

◆
場
所  

下
呂
市
民
会
館
・
２
階

大
会
議
室
（
下
呂
市
森
）

◆
持
ち
物　

税
務
署
か
ら
送
付
さ

れ
た
「
消
費
税
等
説
明
会
の
ご

案
内
」、
筆
記
用
具
、
印
鑑

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

高
山
税
務

署
・
個
人
課
税
第
一
部
門
（


０
５
７
７
‐
３
２
‐
８
１
２
６
）

●
「
新
潟
県
梅
雨
前
線
豪
雨

被
害
義
援
金
」

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
義
援
金

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
郵
便
振
替
（
新
潟
県
支
部
宛
）

▽
口
座
番
号　

　

０
０
６
５
０
‐
６
‐
１
０
５
０

▽
口
座
名
義　

日
本
赤
十
字
社
新

潟
県
支
部

※
通
信
欄
に
「
新
潟
県
梅
雨
前
線
豪

雨
被
害
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
付
期
間
中
に
郵
便
局
を
利
用
し
た

場
合
、
振
替
手
数
料
は
無
料
で
す
。

◆
銀
行
振
込
（
岐
阜
県
支
部
宛
）

▽
振
込
金
融
機
関　

　
　

十
六
銀
行　

あ
か
な
べ
支
店

▽
口
座
番
号

　
　

普
通
預
金　

１
６
６
９
７
９

▽
口
座
名
義　

日
本
赤
十
字
社
岐

阜
県
支
部  

支
部
長  

梶
原 

拓

※
十
六
銀
行
本
店
お
よ
び
支
店
か

ら
の
振
込
の
場
合
の
み
手
数
料

は
無
料
で
す
。

※
振
込
用
紙
の
中
の
、
振
替
通
知

書
の
上
部
空
欄
（
点
線
の
四
角

の
部
分
）
に
「
新
潟
県
」
と
必

ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間　

10
月
13
日
（
木
）

ま
で

《今月の市税》
　☆固 定 資 産 税…３期分

　☆国民健康保険税…９月分

●納期限は９月３０日（木）です。

《固定資産税を納付書で納めてみえる方へ》
●５月１０日付け「平成１６年度下呂市固定
資産税納税通知書兼領収証書」内の「第
３期分納付書」をご利用ください。

◆お問い合わせ先

　下呂市役所市民部税務課（24-2222）

■市税のお知らせ■
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馬
瀬
川
レ
デ
ィ
ー
ス
会
員
募
集
中
!!

　

馬
瀬
川
レ
デ
ィ
ー
ス
は
今
年
７
月
、
馬

瀬
川
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
の
参
加
者
が
中
心
と
な
っ
て
、「
釣
り

が
好
き
」、「
興
味
が
あ
る
」
と
い
う
県
内

外
の
女
性
が
集
ま
っ
て
で
き
た
ば
か
り
の

同
好
会
で
す
。

　

ア
ユ
釣
り
を
主
と
し
た
釣
り
を
通
し
て

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
、
マ
ナ
ー
な
ど
に

つ
い
て
も
考
え
て
い
き
、
楽
し
い
企
画
も

し
て
い
く
予
定
で
す
。
顧
問
に
は
地
元
の

釣
り
の
達
人
、
清
流
会
の
メ
ン
バ
ー
が
加

わ
り
釣
り
の
指
導
も
バ
ッ
チ
リ
で
す
。

現
在
会
員
は
24
人
で
地
元
の
方
の
会
員

が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の

で
、
釣
り
が
好
き
、
興

味
が
あ
る
と
い
う
女
性

の
方
、
ぜ
ひ
私
た
ち
と

一
緒
に
楽
し
く
釣
り
を

し
、
ワ
イ
ワ
イ
と
や
り

ま
せ
ん
か
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

馬
瀬
川
レ
デ
ィ
ー
ス

代
表　

中
川
美
幸
さ
ん

（

０
９
０
‐
５
６
２
８
‐

０
２
０
８
）

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
in
湯
之
島
！

　

『
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
in
湯
之
島
』
に

出
店
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

お
子
さ
ん
の

服
や
お
も
ち
ゃ
、
も
う
着
な
い
洋
服
や
使

わ
な
い
食
器
な
ど
…
。
ご
家
庭
で
不
用
に

な
っ
た
も
の
を
持
ち
寄
っ
て
、
ち
ょ
っ
と

し
た
お
店
屋
さ
ん
気
分
を
味
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？　

当
日
の
飛
び
込
み
も
Ｏ
Ｋ
！

◆
日
時　

９
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
30
分

※
雨
天
の
場
合
は
10
月
３
日
（
日
）
に
延
期

◆
場
所　

湯
之
島
Ｙ
Ｙ
広
場

　
　
　
　
　
　

（
岐
阜
銀
行
下
呂
支
店
前
）

◆
出
店
料　

１
区
画
（
２
ｍ
×
２
ｍ
）
５
０
０
円

◆
申
し
込
み
締
め
切
り　

９
月
25
日
（
土
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

　
　
　

都
竹
さ
ん
（

25
‐
２
６
３
０
）

　
　
　

熊
崎
さ
ん
（

25
‐
５
６
５
６
）

バ
レ
ー
大
好
き
な
人
集
ま
れ
!!

　

８
月
１

日
に

久
々
野
町
で
開
催

さ
れ
た
「
飛
騨
総

合
体
育
大
会
」
で

下
呂
市
の
男
子
チ

ー
ム
（
Ｇ
・
Ｓ
・
Ｃ
）

が
見
事
優
勝
し
、

女
子
チ
ー
ム
（
マ

イ
ケ
ル
）
も
準
優

勝
し
ま
し
た
。
現

在
も
次
の
大
会
に

向
け
て
一
生
懸
命

練
習
し
て
い
ま
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
大
好
き
な
方
、
一
緒
に

全
国
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
？

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

桂
川
英
文
さ
ん

（
下
呂
市
保
井
戸
・

０
９
０
‐
２
９
２
４

‐
２
６
０
４
）

シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
参
加
者
募
集

　

平
成
19
年
５
月
に
下
呂
市
で
「
第
25
回

全
国
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
下
呂
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
か
ら
一
緒
に
練
習

し
て
、
大
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

下
呂
市
内
か
ら
３
チ
ー
ム
の
出
場
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象　

昭
和
23
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方

◆
練
習
日　

毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分

◆
練
習
場
所　

湯
之
島
グ
ラ
ウ
ン
ド

◆
会
費　

月
１
０
０
０
円

◆
申
込
先

　

三
宅　

弘
さ
ん
（

52
‐
２
７
４
５
）

　

裁　

紀
平
さ
ん
（

25
‐
３
２
７
１
）

　

熊
崎
英
和
さ
ん
（

25
‐
２
５
２
６
）

　

丹
羽
保
夫
さ
ん
（

26
‐
２
５
６
９
）

　

矢
島
昭
則
さ
ん
（

28
‐
２
１
２
６
）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
サ
ー
ク
ル
紹
介
、

イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
、
皆
さ
ん
か
ら
の

情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
企
画
部
総
合
政
策
課

広
報
係
（

52
‐
2
０
０
０
）
ま
で

会員と指導者のみなさん

 

ご
厚
志
あ
り
が
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

社
会
福
祉
事
業
へ
金
一
封

　

熊
崎　

伴
明　

様
（
焼　

石
）

　

今
井　

一
郎　

様
（
御
厩
野
）

　
小
坂
健
康
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
へ

物
品
の
寄
贈

　

小
坂
レ
デ
ィ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

様

病
院
事
業
へ
金
一
封

　

加
藤　

久
人　

様
（
金
山
町
東
沓
部
）

　

千
田　

兼
吉　

様
（
金
山
町
金
山
）

　

田
口　

福
男　

様
（
金
山
町
金
山
）

　

日
下
部
忠
美　

様（
金
山
町
菅
田
桐
洞

）

サ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ
金
一
封

　

小
関　

博
光　

様
（
金
山
町
中
津
原
）

　
観
光
振
興
事
業
へ
金
一
封

　

福
井　

正
郎　

様
（
馬
瀬
名
丸
）

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
ご
寄
付

　

千
田　

哲
司　

様
（
萩
原
町
古
関
）

　

今
井　

巳
敏　

様
（
萩
原
町
宮
田
）

　

自
治
労
岐
阜
県
本
部
女
性
部
第
20
回

　
　

レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
一
同　

様

　

熊
崎　
　

勉　

様
（
少
ヶ
野
）

　

今
井　

直
人　

様
（　

森　

）

　

矢
島　

鋭
吉　

様（
金
山
町
菅
田
笹
洞

）

　

日
下
部
忠
美　

様（
金
山
町
菅
田
桐
洞

）

　

小
池　
　

勲　

様
（
馬
瀬
西
村
）

７
月
11
日
〜
８
月
10
日
受
付
分

バレーボールを楽しむＧ・Ｓ・Ｃとマイケルのメンバー




